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一一
般般
会会
計計
補補
正正
予予
算算

（（
第第
５５
号号
））をを
可可
決決

今
回
の
補
正
は
、
既
存
の
予
算

に
三
億
四
千
二
百
九
十
九
万
九
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
二
百
億
一
千
八
百
十
七
万

円
。補

正
の
主
な
内
容
は
、
市
税
の

増
額
に
伴
う
財
源
の
組
替
え
及
び

燃
油
高
騰
な
ど
の
影
響
に
よ
り
今

後
不
足
が
見
込
ま
れ
る
経
費
等
に

つ
い
て
計
上
。

離
島
航
路
経
営
安
定
資
金
貸
付

事
業
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
重
度
障
害
者

支
援
体
制
強
化
事
業
、
強
い
農
業

づ
く
り
交
付
金
事
業
、
有
害
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
事
業
、
バ
イ
オ
マ

ス
の
環
づ
く
り
交
付
金
事
業
、
定

住
促
進
居
住
環
境
整
備
事
業
、
地

域
振
興
基
金
積
立
金
等
を
計
上
。

こ
れ
に
伴
う
財
源
は
、
市
税
、

国
県
支
出
金
及
び
諸
収
入
等
を
充

当
し
て
い
る
。

平平
成成
１１９９
年年
度度

一一
般般
会会
計計
・・
特特
別別
会会
計計
認認
定定

平
成
二
十
年
第
四
回
定
例
会
が
平
成
二
十
年
十
二
月
五
日
か
ら
、
十
二
月
二
十

二
日
ま
で
の
十
八
日
間
の
日
程
で
行
な
わ
れ
た
。

先
の
九
月
定
例
会
で
提
案
さ
れ
た
、平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計（
国

民
健
康
保
険
他
十
二
件
）
の
決
算
は
、
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会
と
各
常
任
委

員
会
に
付
託
。

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て
、
十
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
、
審
議
を
し
た
結
果
、

一
般
会
計
・
特
別
会
計
と
も
に
第
四
回
定
例
会
に
お
い
て
認
定
と
し
た
。
他
条
例

案
十
九
件
、
そ
の
他
の
議
案
十
二
件
及
び
補
正
予
算
案
十
二
件
の
計
四
十
三
件
の

議
案
の
審
議
が
行
な
わ
れ
可
決
さ
れ
た
。

各
常
任
委
員
会
の

案
件
と
結
果

『
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会
』

○
一
般
会
計
決
算

認
定

『
総
務
文
教
常
任
委
員
会
』

○
宅
地
開
発
事
業
特
別
会
計
決
算

認
定

○
交
通
船
特
別
会
計
決
算

認
定

『
厚
生
常
任
委
員
会
』

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定

○
老
人
保
健
特
別
会
計
決
算

認
定

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
大
崎
や

す
ら
ぎ
荘
特
別
会
計
決
算

認
定

○
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定

○
西
彼
杵
広
域
連
合
一
般
事
務
承

継
特
別
会
計
決
算

認
定

○
西
彼
杵
広
域
連
合
介
護
保
険
事

務
承
継
特
別
会
計
決
算

認
定

○
市
立
病
院
事
業
会
計
決
算

認
定

『
産
業
建
設
常
任
委
員
会
』

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

認
定

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

認
定

○
水
道
事
業
会
計
決
算

認
定

○
工
業
用
水
道
事
業
会
計
決
算

認
定

バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て

バ
イ
オ
マ

ス
の
環
づ
く
り
交
付
金

事
業
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｗ
大
西

海
フ
ァ
ー
ム
と
の
説
明

で
あ
る
が
、
具
体
的
な

事
業
内
容
は
。事

業
費
は

約
一
億
一
千
七
百
万
円

で
、
二
分
の
一
の
補
助
事
業
で

あ
る
。
現
在
の
乾
燥
飼
料
の
自

動
受
給
施
設
を
、
酒
粕
を
混
合

し
た
受
給
飼
料
を
供
給
す
る
シ

ス
テ
ム
に
改
善
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
事
業
は
県
等
の
補
助
な
し
の

市
単
独
事
業
か
。

市
の
単
独
事
業
で
三

戸
以
上
三
分
の
一
の
補
助
を
、
九

月
に
改
正
し
二
戸
以
上
の
二
分
の

一
の
補
助
で
飛
び
地
で
も
良
い
と

し
た
こ
と
か
ら
、
急
激
に
補
助
の

要
望
が
あ
り
、
追
加
提
案
し
て
い

る
。定

住
促
進
居
住
環
境
整
備

事
業
に
つ
い
て

定
住
促
進
居
住
環
境

整
備
事
業
は
、
雇
用
促
進
住
宅
を

市
の
単
独
住
宅
と
し
て
購
入
す
る

予
算
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
何
棟

な
の
か
。
購
入
す
る
理
由
は
。

雇
用
促
進
事
業
団
が

建
設
し
て
い
た
大
島
の
雇
用
促
進

住
宅
で
二
棟
の
八
十
戸
で
あ
る
。

今
回
こ
う
い
う
雇
用
促
進
の
ア

パ
ー
ト
を
自
治
体
に
譲
り
た
い
と

の
話
が
あ
り
、
国
庫
補
助
も
四
十

五
％
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
営
住
宅

と
し
て
活
用
し
た
い
。

雇
用
促
進
住
宅
で
入

居
制
限
や
所
得
制
限
を
充
分
考
慮

し
て
、
入
居
し
や
す
い
政
策
を
行

使
す
べ
き
だ
が
。

入
居
者
が
入
り
や
す

い
よ
う
し
た
い
。

普
通
会
計
に
お
け
る
財
政
力
指
数
等

普
通
会
計
に
お
け
る
財
政
力
指
数
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平成１９年度会計 別決算総額状況

決 算 認 定

平成１９年度

９，１０６，３５７

３，１５９，５１１

１１，６３４，３６３

０．３４３

９６．３％

４．１３％

１７．０％

１９．６％

１１．５％

６，４９０，０１９

２８，９６０，１４０

１，５２１，３００

区 分

基 準 財 政 需 要 額

基 準 財 政 収 入 額

標 準 財 政 規 模

財 政 力 指 数

経 常 収 支 比 率

実 質 収 支 比 率

公 債 費 比 率

債務負担行為を含む公債費比率

起 債 制 限 比 率

基 金 現 在 高

地 方 債 現 在 高

債 務 負 担 行 為 額

主な質疑

執 行 率
支 出
９７．０
９７．７
９４．９
９７．８
１００．０
８５．１
９５．３
９６．４
９７．０
９８．９
９３．１
１００．０
１００．０
９６．８
９６．９

収 入
９９．６
９９．５
１００．８
９９．４
１００．０
８６．５
１０１．３
１０６．１
１０３．１
９９．９
９４．７
１００．０
１００．０
９８．０
９８．８

差 引 残 額

４９５，５３７，５４４
８６，２６５，７９９
１５，９８４，８６１
１９，７８２，９２３

１１，４１１
３４，９１５，４０１
１，２６９，７０１
１０，７４６，１４４
１３，８４４，９８３
２８，６４０，２３１
５０１，５００

０
０

２１１，９６２，９５４
７０７，５００，４９８

決 算 額
支 出 済 額
１８，７９３，１００，３９１
４，７４８，７４７，８５１
２５８，３７８，６６２
１，２０５，９１１，１５５
４，８５１，０７５，７８３
２，０９０，０６３，６６７
２０，４２８，５９４
１０６，１７９，８２９
２１９，２８８，１６４
２，９１４，９８６，９９５
２９，５１２，５００
９３，５９６，４３４
６３５，７９３，８７６

１７，１７３，９６３，５１０
３５，９６７，０６３，９０１

収 入 済 額
１９，２８８，６３７，９３５
４，８３５，０１３，６５０
２７４，３６３，５２３
１，２２５，６９４，０７８
４，８５１，０８７，１９４
２，１２４，９７９，０６８
２１，６９８，２９５
１１６，９２５，９７３
２３３，１３３，１４７
２，９４３，６２７，２２６
３０，０１４，０００
９３，５９６，４３４
６３５，７９３，８７６

１７，３８５，９２６，４６４
３６，６７４，５６４，３９９

予 算 現 額

１９，３７２，８５２，０００
４，８６１，５２９，０００
２７２，２２９，０００
１，２３３，４７８，０００
４，８５１，０９１，０００
２，４５６，５３２，０００
２１，４２９，０００
１１０，１８５，０００
２２６，１０１，０００
２，９４７，５６０，０００
３１，７００，０００
９３，６０４，０００
６３６，１２１，０００

１７，７４１，５５９，０００
３７，１１４，４１１，０００

会 計 別

一般会計
国保（事業）
国保（直診）
簡易水道
老人保健
下水道
宅地開発
交通船
特養大崎やすらぎ荘
介護保険（事業）
介護保険（サービス）
広域連合（一般）
広域連合（介護）

小 計
合 計

特

別

会

計

決算統計による （単位：千円）

第第４４回回（（１１２２ 月月））定定例例会会

（単位：円・％）
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
議
案
第
百
二
十
四
号

西
海
市

携
帯
電
話
基
地
局
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
百
二
十
五
号

西
海
市

携
帯
電
話
エ
リ
ア
整
備
事
業
分
担

金
徴
収
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

一
括
審
査

◇
携
帯
電
話
に
つ
い
て
、
不
感
地

区
が
市
内
に
九
地
区
あ
る
。
今
年

度
は
大
瀬
戸
小
松
地
区
を
整
備
し

公
設
民
営
で
管
理
を
行
な
う
た
め

の
条
例
で
あ
る
。

ま
た
携
帯
電
話
基
地
局
施
設
の

整
備
に
要
す
る
費
用
を
、
整
備
に

参
画
し
た
事
業
者
か
ら
分
担
金
と

し
て
徴
収
す
る
条
例
で
あ
る
。

市
内
九
箇
所
の
整
備

計
画
は
。

平
成
二
十
年
度
大
瀬

戸
小
松
地
区
一
箇
所
、
平
成
二
十

一
年
度
三
箇
所
、
平
成
二
十
二
年

度
三
箇
所
、
平
成
二
十
三
年
度
二

箇
所
で
具
体
的
な
場
所
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。

○
議
案
第
百
四
十
四
号

西
海
市

江
島
・
平
島
地
区
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
江
島
・
平
島
地
区
の
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
施
設
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者

制
度
を
活
用
し
て
、
管
理
・
運
営

を
行
う
た
め
、
候
補
者
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

公
募
の
方
法
は
。

広
報
誌
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
募
集
し
た
。
結
果
、
関

西
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
株
式
会
社
の

一
社
で
あ
る
。

○
議
案
第
百
十
九
号

西
海
市
議

会
議
員
及
び
西
海
市
長
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の

作
成
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

◇
西
海
市
議
会
議
員
及
び
西
海
市

長
の
選
挙
の
候
補
者
の
選
挙
運
動

用
ポ
ス
タ
ー
作
成
に
要
す
る
経
費

を
、
候
補
者
負
担
を
軽
減
し
立
候

補
機
会
の
均
等
を
図
る
目
的
で
公

費
で
負
担
す
る
。

○
議
案
第
百
二
十
号

西
海
市
長

等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◇
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
し
て
い
た
西
海
市
長
等
の
給
与

の
特
例
の
条
例
を
平
成
二
十
一
年

四
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
た
め
条
例
を
廃
止
す
る
。

○
議
案
第
百
二
十
三
号

西
海
市

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

◇
平
成
二
十
年
四
月
三
十
日
に
地

方
税
法
が
改
正
さ
れ
た
た
め
次
の

四
点
を
改
正
す
る
。

一
、
寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
る

寄
附
金
が
拡
大

二
、
所
得
控
除
方
式
か
ら
税
額
控

除
方
式
に
変
更

三
、
控
除
対
象
限
度
額
が
総
所
得

金
額
等
の
二
十
五
％
か
ら
三
十
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
た

四
、
寄
附
金
の
下
限
額
が
十
万
円

か
ら
五
千
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

ふ
る
さ
と
納
税
と
は

別
か
。

西
海
市
在
住
の
方
の

寄
附
行
為
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
も

含
め
て
対
象
と
な
る
。

○
議
案
第
百
二
十
二
号

西
海
市

宅
地
開
発
事
業
特
別
会
計
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◇
パ
ー
ル
タ
ウ
ン
せ
い
ひ
の
開
発

に
伴
う
、
公
営
企
業
債
の
起
債
の

償
還
が
完
了
し
た
た
め
、
一
般
会

計
に
統
合
し
、
事
務
の
簡
素
化
を

図
る
。

○
議
案
第
百
六
十
二
号

西
海
市

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◇
旧
大
島
町
臨
時
職
員
退
職
慰
労

金
支
給
に
係
る
損
害
賠
償
請
求
履

行
請
求
事
件
（
住
民
訴
訟
）
に
つ

い
て
、
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十

五
日
に
、
最
高
裁
に
お
い
て
、
上

告
を
退
け
る
決
定
が
あ
り
、
福
岡

高
裁
の
判
決
が
確
定
し
た
こ
と
を

受
け
、
市
長
と
し
て
責
任
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
一
月
か
ら
三
箇

月
間
給
与
を
二
十
％
減
額
す
る
。

任
期
の
四
月
ま
で
せ

ず
三
箇
月
間
に
し
た
理
由
は
。

年
度
内
で
会
計
処
理

を
し
た
い
。

採択

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

件名
西海市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正
する条例の制定について
公平委員会の事務の委託の廃止について
平成２０年度西海市宅地開発事業特別会計補正予算（第１号）
平成２０年度西海市交通船特別会計補正予算（第１号）
西海市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
西海市国民健康保険診療所の使用料及び手数料に関する
条例の一部を改正する条例の制定について
西海市国民健康保険診療所条例の一部を改正する条例の
制定について
西海市立病院の使用料及び手数料に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
平成２０年度西海市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
平成２０年度西海市老人保健特別会計補正予算（第１号）
平成２０年度西海市特別養護老人ホーム大崎やすらぎ荘特
別会計補正予算（第１号）
平成２０年度西海市介護保険特別会計補正予算（第２号）
平成２０年度西海市立病院事業会計補正予算（第１号）
西海市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定
について
西海市営特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正する条
例の制定について
西海市下水道事業分担金徴収条例の一部を改正する条例
の制定について
西海市石原岳森林公園の指定管理者の指定について
ホテル咲き都の指定管理者の指定について
西海市崎戸漢方ラジウム温泉の指定管理者の指定について
西海市崎戸RV村宿泊施設の指定管理者の指定について
西海市崎戸さんさん元気らんどの指定管理者の指定につ
いて
鳥崎釣船桟橋の指定管理者の指定について
工事請負変更契約の締結について（瀬戸浄化センター電
気設備工事）
あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について
公有水面埋立免許出願について
平成２０年度西海市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
平成２０年度西海市下水道事業特別会計補正予算（第２号）
平成２０年度西海市水道事業会計補正予算（第１号）
平成２０年度西海市工業用水道事業会計補正予算（第１号）

議案番号

議案第１２１号

議案第１４８号
議案第１５５号
議案第１５６号

議案第１２７号

議案第１２８号

議案第１２９号

議案第１３７号

議案第１５１号
議案第１５３号

議案第１５７号

議案第１５８号
議案第１６１号

議案第１３２号

議案第１３４号

議案第１３６号

議案第１３８号
議案第１３９号
議案第１４０号
議案第１４１号

議案第１４２号

議案第１４３号

議案第１４５号

議案第１４６号
議案第１４７号
議案第１５２号
議案第１５４号
議案第１５９号
議案第１６０号
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質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

厚
生
常
任
委
員
会

○
議
案
第
百
二
十
六
号

西
海
市

が
設
置
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
に
係
る
生
活
環
境
影
響
調
査
結

果
の
縦
覧
等
の
手
続
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

◇
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置

に
関
し
て
、
市
が
調
査
し
た
周
辺

地
域
の
生
活
環
境
影
響
調
査
の
結

果
に
つ
い
て
、
縦
覧
の
手
続
の
方

法
を
定
め
、
併
せ
て
、
利
害
関
係

者
か
ら
の
意
見
書
提
出
の
方
法
を

定
め
る
も
の
。利

害
関
係
の
定
義
は
。

太
田
和
地
区
に
設
置

予
定
し
て
い
る
ご
み
処
理
施
設
で
、

地
域
住
民
、
地
権
者
、
施
設
を
作

る
こ
と
で
利
害
を
受
け
る
と
認
め

ら
れ
る
個
人
及
び
法
人
で
あ
る
。

縦
覧
場
所
で
生
活
環

境
影
響
調
査
を
実
施
し
た
周
辺
地

域
内
で
、
市
長
が
指
定
す
る
場
所

と
は
。

西
海
総
合
支
所
を
想

定
し
て
い
る
。

○
議
案
第
百
四
十
九
号

西
海
市

大
瀬
戸
斎
場
転
倒
負
傷
事
故
に
係

る
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す

る
こ
と
に
つ
い
て

◇
平
成
二
十
年
二
月
十
日
、
大
瀬

戸
斎
場
に
お
い
て
、
玄
関
ポ
ー
チ

に
設
置
し
て
い
た
仮
の
車
止
め
ブ

ロ
ッ
ク
に
つ
ま
ず
き
転
倒
し
て
、

左
手
薬
指
を
骨
折
し
、
治
療
費
、

休
業
補
償
費
、
喪
服
代
、
遺
骨
を

バ
ラ
バ
ラ
に
し
た
と
い
う
精
神
的

な
慰
謝
料
等
の
請
求
に
対
し
、
ブ

ロ
ッ
ク
の
設
置
は
管
理
上
、
西
海

市
に
も
過
失
が
あ
る
と
し
、
損
害

賠
償
額
を
定
め
和
解
す
る
も
の
。

ブ
ロ
ッ
ク
を
置
い
た

こ
と
が
過
失
に
な
る
の
か
。
誰
が

過
失
と
認
め
た
の
か
。

施
設
は
二
十
三
年
経

過
し
て
い
る
が
十
五
年
以
上
前
か

ら
ブ
ロ
ッ
ク
は
設
置
し
て
い
た
。

初
め
て
起
き
た
事
故
で
あ
る
が
設

置
し
た
側
に
も
責
任
が
あ
る
と
判

断
し
た
。

事
故
発
生
日
か
ら
和

解
ま
で
相
当
な
期
間
が
経
過
し
て

い
る
が
。

大
瀬
戸
斎
場
か
ら
報

告
が
な
く
日
誌
に
も
記
録
さ
れ
て

い
な
い
。
平
成
二
十
年
二
月
十
四

日
、
大
瀬
戸
町
在
住
の
親
族
か
ら

聞
い
た
。

三
月
十
三
日
に
被

害
者
か
ら
連
絡
が
あ

り
市
側
か
ら
何
の
連

絡
も
な
い
と
お
叱
り

を
受
け
、
そ
の
後
に

保
険
会
社
に
事
故
の

報
告
を
行
な
い
、
被

害
者
と
何
回
か
連
絡

を
と
っ
た
が
、
や
り

と
り
に
時
間
を
要
し

た
。
平
成
二
十
年
五

月
一
日
損
害
賠
償
の

請
求
が
あ
っ
た
。

全
国
町
村
会
総
合

賠
償
補
償
保
険
に
よ

る
提
示
額
を
基
本
に
、

市
の
過
失
割
合
六
十

％
で
交
渉
し
た
が
、

休
業
補
償
、
精
神
的

慰
謝
料
の
分
で
合
意
に
至
ら
ず
、

四
十
％
分
を
市
の
負
担
と
し
、保
険

対
象
百
％
の
限
度
内
で
合
意
し
た
。

討
論

反
対

和
解
の
前
例
と
な
る
。
再
度
検

討
が
必
要
。

保
険
会
社
が
提
示
し
た
過
失
割

合
に
不
服
。

事
故
の
状
況
及
び
議
案
内
容
か

ら
市
民
の
納
得
が
得
ら
れ
な
い
。

賛
成身

体
的
に
傷
を
お
っ
て
い
る
こ

と
を
真
摯
に
受
け
止
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
過
失
を
認
め
る
の
で

あ
れ
ば
仕
方
が
な
い
。

行
政
の
対
応
が
ま
ず
か
っ
た
。

や
む
を
得
な
い
。

金
額
の
問
題
も
あ
る
が
、
人
の

体
に
値
段
は
つ
け
ら
れ
な
い
。

部
内
、
課
内
の
連
絡
ミ
ス
及
び
、

初
期
対
応
の
悪
さ
が
金
額
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
と
思
う
。

議案第１４９号 西海市大瀬戸斎場転倒負傷事故に係る損害賠償の
額を定め、和解することについてに対する附帯決議

西海市大瀬戸斎場転倒負傷事故については、慎重な審査の結果、
原案のとおり可決すべきものと決定したが、今回の事故は身体の損
傷にも係わらず、事故後の対応に対し、各委員から厳しい意見が述
べられた。公共施設の管理運営に対する心構えが欠けており、本委
員会の意見を充分勘案し、特に下記事項について、再発防止のため
積極的な対策を行うよう強く要望する。

記
１．公共施設の安全点検を早急に行うこと。
２．公共施設での事故発生時等の連絡・報告体制を確立すること。
３．公共施設での事故発生時等、危機管理についての研修・勉強会

等を開催し、職員の危機意識の向上に努めること。
以上、決議する。
平成２０年１２月１２日

厚生常任委員会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

○
議
案
第
百
三
十
号

西
海
市
実

顕
農
場
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
百
三
十
一
号

西
海
市

西
海
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

一
括
審
査

◇
両
施
設
は
公
の
施
設
と
し
て
、

指
定
管
理
者
に
管
理
運
営
を
行
っ

て
い
た
が
、
今
後
の
両
施
設
の
利

活
用
を
西
海
市
農
業
振
興
公
社
に

限
定
し
利
用
さ
せ
る
。

畑
地
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
柑
橘
だ
け
で
い
い
の
か
。

果
樹
に
使
う
面
積
は

約
四
十
ア
ー
ル
で
残
り
二
十
ア
ー

ル
は
公
社
の
中
で
検
討
す
る
。

農
場
の
現
況
は
。

作
物
の
残
渣
等
は
全

て
終
了
し
、
畑
六
反
五
畝
ほ
ど
直

接
保
全
を
行
っ
て
い
る
。

○
議
案
第
百
三
十
三
号

西
海
市

営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◇
雪
浦
下
郷
の
教
職
員
住
宅
を
用

途
変
更
し
市
営
単
独
住
宅
と
し
て

管
理
す
る
。

若
い
人
を
定
住
さ
せ

る
た
め
の
優
遇
措
置
は
な
い
の
か
。

公
営
住
宅
と
改
良
住

宅
は
低
所
得
者
の
た
め
の
も
の
、

月
額
二
十
万
円
以
上
の
収
入
が
あ

る
人
は
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
、
単

身
者
は
五
十
�
未
満
、
二
Ｄ
Ｋ
以

下
の
住
宅
へ
入
居
可
能
。

○
議
案
第
百
三
十
五
号

西
海
市

下
水
道
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◇
公
共
下
水
道
瀬
戸
処
理
区
及
び

大
串
処
理
区
が
本
年
度
末
に
完
成

し
供
用
開
始
と
な
る
た
め
。

公
共
下
水
道
と
は
。

汚
泥
は
今
ま
で
一
般

廃
棄
物
で
あ
っ
た
が
、
公
共
下
水

道
か
ら
出
た
汚
泥
は
産
業
廃
棄
物

と
な
る
。
制
限
は
あ
る
が
工
場
等

の
排
水
を
受
け
い
れ
ら
れ
る
。

接
続
の
方
法
は
。

処
理
場
が
近
い
と
こ

ろ
か
ら
、
瀬
戸
処
理
区
は
板
浦
地

区
、
大
串
処
理
区
は
約
二
百
三
十

戸
ほ
ど
公
共
ま
す
を
設
置
し
て
い

る
の
で
接
続
可
能
。

排
水
設
備
に
つ
い
て
。

個
人
の
所
管
す
る
ト

イ
レ
、
風
呂
等
か
ら
共
用
ま
す
ま

で
個
人
の
費
用
で
整
備
さ
れ
る
も

の
。

一
人
暮
ら
し
の
老
人

世
帯
に
つ
い
て
も
条
例
が
適
用
さ

れ
る
の
か
。

接
続
し
な
く
て
も
罰

則
規
定
は
な
い
。
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庁
舎
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会

�
・
調
査
の
目
的

合
併
協
定
書
に
お
い
て
「
新
庁

舎
の
建
設
の
是
非
に
つ
い
て
は
、

合
併
後
五
年
以
内
に
結
論
を
得
る

方
向
で
検
討
す
る
。」
と
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
議
会
に
お

い
て
庁
舎
に
関
す
る
調
査
を
行
う

こ
と
と
し
、
平
成
十
八
年
三
月
二

十
七
日
第
一
回
定
例
会
で
「
庁
舎

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
の

設
置
が
決
議
さ
れ
た
。
調
査
は
、

西
海
市
が
実
施
し
て
い
る
総
合
支

所
方
式
に
お
け
る
業
務
や
機
能
面
、

ま
た
庁
舎
の
維
持
管
理
上
の
課
題

を
明
ら
か
に
し
、
行
政
運
営
の
効

率
化
を
図
る
と
共
に
、
よ
り
良
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
実
現
す

る
た
め
、
行
政
庁
舎
の
整
備
方
針

を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

委
員
会
と
し
て
の

ま
と
め

平
成
十
六
年
六
月
二
十
七
日
に

調
印
さ
れ
た
「
合
併
協
定
書
」
に

お
い
て
は
、
次
の
と
お
り
確
認
さ

れ
て
い
る
。

４
・
新
市
の
事
務
所
の
位
置

�
新
市
の
事
務
所
の
位
置
は
合
併

時
は
、
大
瀬
戸
町
瀬
戸
樫
浦
郷

二
二
二
二
番
地
（
現
在
の
大
瀬

戸
町
役
場
）
と
す
る
。
ま
た
、

新
庁
舎
の
建
設
の
是
非
に
つ
い

て
は
、
合
併
後
五
年
以
内
に
結

論
を
得
る
方
向
で
検
討
す
る
。

な
お
、
合
併
時
に
は
現
在
の
五

町
に
「
総
合
支
所
」
を
置
く
。

�
本
庁
及
び
支
所
機
能
に
つ
い
て

は
、「
事
務
機
構
及
び
組
織
の

取
扱
い
に
関
す
る
こ
と
」
に
お

け
る
協
議
会
報
告
の
中
で
原
案

を
提
示
す
る
。

５
・
事
務
機
構
及
び
組
織

新
市
の
事
務
機
構
及
び
組
織
に

つ
い
て
は
、
合
併
当
初
の
組
織
は

総
合
支
所
方
式
を
採
用
し
、
五
町

の
現
有
庁
舎
の
有
効
活
用
を
図
る

こ
と
を
前
提
に
、「
新
市
に
お
け

る
事
務
機
構
・
組
織
の
整
備
方
針
」

に
基
づ
き
合
併
ま
で
に
整
備
す
る
。

【
新
市
に
お
け
る
事
務
機
構
・
組

織
の
整
備
方
針
】

�
市
民
が
利
用
し
や
す
く
、
わ
か

り
や
す
い
機
構
・
組
織

�
市
民
の
声
を
適
正
に
反
映
で
き

る
機
構
・
組
織

�
簡
素
で
効
率
的
な
機
構
・
組
織

�
指
揮
命
令
系
統
が
明
確
な
機

構
・
組
織

�
緊
急
・
非
常
時
に
即
応
で
き
る

機
構
・
組
織

�
地
方
分
権
時
代
に
お
け
る
新
た

な
行
政
課
題
に
迅
速
か
つ
的
確

に
対
応
で
き
る
機
構
・
組
織

以
上
の
こ
と
に
基
づ
き
、「
庁

舎
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」

で
は
、
先
進
地
調
査
を
含
め
、
新

庁
舎
建
設
に
よ
る
本
庁
方
式
の
行

政
運
営
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し

た
庁
舎
建
設
の
可
能
性
に
つ
い
て

調
査
を
す
す
め
て
き
た
。

し
か
し
、
本
市
の
極
め
て
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
、
一
般
財
源

の
持
ち
出
し
な
ど
、
多
額
の
建
設

費
用
を
必
要
と
す
る
新
庁
舎
建
設

は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、

早
急
な
庁
舎
建
設
を
望
む
市
民
の

声
も
聞
か
れ
な
い
現
状
の
中
で
、

現
段
階
に
お
い
て
新
庁
舎
建
設
計

画
を
推
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て
市

民
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
到
底
で

き
な
い
状
況
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
平
成
十
七
年
四
月
、
合

併
当
初
は
、
旧
町
間
の
急
激
な
環

境
の
変
化
を
避
け
る
た
め
に
、
当

時
の
大
瀬
戸
町
庁
舎
を
本
庁
舎
と

し
て
、
旧
五
町
の
既
存
庁
舎
を
活

用
し
た
「
総
合
支
所
方
式
」
に
よ

る
行
政
運
営
が
進
め
ら
れ
て
き
た

が
、
組
織
機
能
が
市
民
の
期
待
に

応
え
ら
れ
ず
、
平
成
十
九
年
七
月

一
日
か
ら
「
総
合
支
所
方
式
」
を

改
変
し
、
一
部
窓
口
業
務
の
み
を

支
所
に
残
し
、「
本
庁
方
式
」
に

移
行
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
合
併
か
ら
三

年
半
を
経
過
し
、
本
庁
舎
が
あ
る

中
心
部
と
支
所
周
辺
で
地
域
格
差

が
生
じ
、
ま
た
、
旧
町
の
公
営
施

設
の
利
活
用
の
減
少
、
旧
町
の
歴

史
や
文
化
に
対
す
る
愛
着
や
地
域

内
で
の
連
携
が
薄
れ
る
な
ど
往
年

の
に
ぎ
わ
い
が
無
く
な
り
、
閑
散

と
し
て
、
寂
れ
る
な
ど
の
問
題
が

懸
念
さ
れ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
当
委
員
会
と
し
て
は
、

○
本
市
の
極
め
て
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
、
多
額
な
庁
舎
建
設

費
を
捻
出
す
る
こ
と
は
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
。

○
今
後
、
大
型
事
業
等
（
ゴ
ミ
処

理
施
設
、
し
尿
処
理
施
設
な

ど
）
が
控
え
て
い
る
。

○
庁
舎
建
設
に
係
る
資
金
積
立
金

の
計
画
が
さ
れ
て
い
な
い
。

○
旧
庁
舎
周
辺
部
の
疲
弊
、
活
力

低
下
で
急
激
な
空
洞
化
が
懸
念

さ
れ
る
。

○
現
在
の
社
会
状
況
の
中
で
は
、

新
庁
舎
建
設
は
市
民
の
理
解
が

得
ら
れ
な
い
。

な
ど
を
踏
ま
え
て
、
当
分
の
間
は
、

旧
町
の
既
存
施
設
を
有
効
活
用
す

る
こ
と
と
し
、
総
合
支
所
の
権
限

拡
大
な
ど
の
充
実
強
化
、
も
し
く

は
、
壱
岐
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る

「
本
庁
分
散
方
式
」
に
よ
る
行
政

運
営
も
視
野
に
、
今
後
検
討
す
る

こ
と
も
ひ
と
つ
の
課
題
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
当
分
の
間
は
暫
定
策

と
し
て
既
存
施
設
を
活
用
す
る
と

し
て
も
、
そ
れ
ら
施
設
も
築
後
か

な
り
の
年
数
が
経
過
し
老
朽
化
が

見
ら
れ
る
こ
と
、
現
庁
舎
の
大
部

分
が
現
行
の
耐
震
基
準
（
昭
和
五

十
六
年
）
以
前
に
建
設
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
等
を
考
慮
す
る
と
、
将

来
的
に
は
、
新
庁
舎
の
建
設
も
視

野
に
計
画
的
な
建
設
資
金
の
積
立

て
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

財
源
と
し
て
合
併
特
例
債
の
活
用

を
考
え
る
な
ら
ば
、
合
併
後
十
年

（
平
成
二
十
六
年
度
）
以
内
と
い

う
期
限
的
な
問
題
を
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
様
々
な
問
題

が
顕
在
化
す
る
中
で
、
市
民
の
理

解
を
得
る
た
め
行
政
と
議
会
が
一

体
と
な
っ
た
長
期
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
方
針
を
描
く
努
力
が
求
め
ら

れ
る
。

崎戸総合支所（築４８年）

大島総合支所（築４９年）

西彼総合支所（築４３年）

西海総合支所（築３８年）
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

広島県呉市

調
査
報
告

一
、
調
査
日
時
、

派
遣
場
所

○
平
成
二
十
年
十
月
二
十
九
日

福
岡
県
直
方
市

企
業
誘
致
対
策
に
つ
い
て

○
平
成
二
十
年
十
月
三
十
日

広
島
県
呉
市

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

二
、
調
査
の
結
果

○
企
業
誘
致
対
策
に
つ
い
て

総
務
関
連
で
、
直
方
市
に
お
け

る
企
業
誘
致
対
策
に
つ
い
て
委
員

会
調
査
を
実
施
し
た
。
地
理
的
条

件
や
周
囲
の
産
業
構
造
等
の
状
況

か
ら
し
て
、
直
方
市
は
本
市
よ
り

も
企
業
誘
致
に
対
し
て
は
優
位
に

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
調
査
の
過

程
で
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
企
業
誘
致
条
件
が
他
自
治

体
よ
り
も
優
位
で
な
い
本
市
が
、

ど
う
し
た
ら
企
業
立
地
が
可
能
な

の
か
を
考
え
な
が
ら
調
査
に
臨
ん

で
い
た
。「
企
業
を
立
地
さ
せ
る

ぞ
」
と
い
う
強
烈
な
信
念
が
、
必

要
で
あ
る
と
改
め
て
痛
感
し
た
。

本
市
は
本
年
度
よ
り
本
格
的
に

企
業
誘
致
事
業
に
乗
り
出
し
て
お

り
、
全
庁
あ
げ
て
で
き
る
だ
け
早

く
、
一
件
で
も
多
く
の
企
業
を
誘

致
す
べ
く
、
最
大
限
の
努
力
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
進
地
で

あ
る
直
方
市
の
、
企
業
誘
致
対
策

で
学
ぶ
べ
き
点
に
つ
い
て
、
下
記

に
列
記
す
る
。

�
歳
入
増
対
策
の
た
め
に
、
何
が

何
で
も
企
業
誘
致
を
成
功
さ
せ

よ
う
と
い
う
熱
意
が
感
じ
ら
れ

た
。
企
業
誘
致
事
業
に
つ
い
て

は
、
従
来
の
「
係
」
か
ら
「
室
」

へ
と
組
織
的
格
上
げ
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
企
業
誘
致
に

関
す
る
業
務
を
、
本
年
三
月
ま

で
十
八
年
間
従
事
し
て
き
た
と

い
う
課
長
の
説
明
を
受
け
た
が
、

正
し
く
そ
の
道
の
プ
ロ
と
い
う

者
だ
っ
た
。
本
市
が
企
業
誘
致

事
業
を
本
格
的
軌
道
に
の
せ
よ

う
と
す
る
な
ら
ば
、
企
業
誘
致

に
対
し
地
理
的
条
件
等
を
組
織

で
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、
長
期

的
展
望
に
た
っ
て
「
課
」
を
新

設
す
べ
き
で
あ
る
。

�
企
業
誘
致
成
功
の
最
大
の
鍵
は
、

「
的
確
な
情
報
を
、
ど
こ
よ
り

も
早
く
入
手
し
、
そ
の
た
め
の

行
動
を
遅
滞
な
く
取
る
」
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。
分
か
り
や
す

い
論
理
だ
が
、
そ
こ
ま
で
到
達

す
る
に
は
容
易
で
は
な
い
と
感

じ
た
。「
直
方
市
企
業
誘
致
大

使
制
度
」「
企
業
訪
問
シ
ス
テ

ム
」「
ア
ン
ケ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
」
等
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

○
学
校
適
正
化
配
置
に
つ
い
て

（
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
）

文
教
関
連
で
、
呉
市
に
お
け
る

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
委
員
会

調
査
を
実
施
し
た
。
呉
市
に
お
い

て
は
、
小
中
一
貫
教
育
の
特
長
を

十
分
認
識
さ
れ
、
そ
の
効
果
を
実

感
さ
れ
た
う
え
で
、
全
市
的
に
小

中
一
貫
教
育
を
展
開
し
て
い
た
。

学
校
教
育
課
小
中
一
貫
教
育
係
の

方
が
、
呉
市
に
お
け
る
小
中
一
貫

教
育
の
実
態
に
つ
い
て
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
説
明
し
て
く
れ
た
が
、

そ
の
説
明
振
り
は
力
強
く
自
信
に

満
ち
溢
れ
て
い
た
。
ス
ク
リ
ー
ン

に
は
小
中
一
貫
教
育
に
関
す
る
調

査
研
究
の
デ
ー
タ
ー
が
数
値
で
示

さ
れ
て
お
り
、
理
解
し
や
す
い
も

の
に
な
っ
て
い
た
。

本
市
も
本
年
八
月
に
学
校
適
正

配
置
基
本
計
画
が
答
申
さ
れ
、
こ

れ
か
ら
学
校
統
合
や
小
中
高
一
貫

教
育
校
の
開
設
等
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
の
調
査
で
、

参
考
に
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
下

記
に
列
記
す
る
。

�「
全
市
的
に
小
中
一
貫
教
育
を

実
施
す
る
」
と
い
う
、
大
き
な

指
針
を
打
ち
出
し
現
在
展
開
中

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て

学
校
適
正
配
置
に
も
つ
な
が
っ

て
い
た
。
小
中
一
貫
教
育
と
い

う
名
の
も
と
に
、
学
校
統
廃
合

が
影
に
隠
れ
て
い
る
よ
う
な
感

じ
が
し
た
。
学
校
適
正
配
置
の

た
め
の
統
合
だ
と
、
統
合
自
体

が
目
的
化
し
、
地
域
住
民
に
対

す
る
説
明
・
理
解
が
、
よ
り
困

難
に
な
り
そ
う
な
気
配
が
す
る
。

小
中
一
貫
教
育
は
確
か
に
メ

リ
ッ
ト
の
部
分
が
大
き
く
、
本

市
も
全
市
的
に
小
中
一
貫
教
育

を
打
ち
出
し
た
ら
ど
う
か
。
そ

う
す
れ
ば
、
統
合
は
小
中
一
貫

教
育
の
た
め
の
手
段
と
い
う
位

置
づ
け
が
し
や
す
く
、
地
区
住

民
へ
の
理
解
が
少
し
で
も
得
ら

れ
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

�
そ
う
は
言
う
も
の
の
呉
市
に
お

い
て
も
、
学
校
統
合
問
題
は
す

ん
な
り
い
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

地
区
説
明
会
は
、
怒
号
の
な
か

で
実
施
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

聞
か
さ
れ
た
。
そ
の
時
何
が
一

番
大
切
な
こ
と
か
と
言
え
ば
、

ど
こ
に
行
っ
て
も
、
何
を
言
わ

れ
て
も
、
統
合
す
る
目
的
が
絶

対
に
「
ぶ
れ
な
い
」
こ
と
だ
と

聞
か
さ
れ
た
。
ま
た
、「
統
合

は
手
段
で
あ
っ
て
、
目
的
で
は

な
い
」
と
聞
か
さ
れ
た
。

�
学
校
教
育
課
の
な
か
に
、
学
校

統
廃
合
に
特
化
し
た
「
係
」
を

設
置
し
て
い
る
。
本
市
も
今
後

学
校
適
正
配
置
を
実
施
す
る
の

で
、
そ
れ
専
属
の
「
係
」
を
新

設
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会
調
査
報
告
書

一
、
調
査
事
件

地
場
産
業
の
振
興
に
関
す
る
こ

と
（
農
業
、
漁
業
、
商
工
業
の
振

興
策
に
つ
い
て
、
先
進
的
な
取
り

組
み
状
況
を
調
査
し
、
本
市
の
地

場
産
業
の
振
興
に
反
映
さ
せ
る
。）

二
、
調
査
の
経
過

本
委
員
会
で
は
、
産
業
振
興
策

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
イ
ノ
シ
シ

被
害
防
止
対
策
（
発
光
式
防
除
器

具
）、
お
買
物
券
、
村
山
市
農
村

文
化
保
存
伝
承
館
・
農
村
伝
承
の

家
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ

い
て
先
進
地
調
査
を
行
っ
た
。

【
委
員
派
遣
の
日
時
及
び
場
所
】

�
平
成
二
十
年
十
月
二
十
九
日

福
島
県
福
島
市

有
限
会
社

ア
サ
マ
技
研

�
平
成
二
十
年
十
月
三
十
日

山
形
県
村
山
市
役
所
ほ
か

三
、
調
査
の
結
果

○
夜
行
性
動
物
忌
避
装
置
の
概

要イノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
の
被

害
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
被
害

防
止
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
な
か
、

福
島
県
の
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー

「
ア
サ
マ
技
研
」
が
開
発
し
た
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
を
使
っ
た
夜
行
性

動
物
忌
避
装
置
「
シ
シ
バ
イ
バ

イ
」
が
好
評
で
あ
る
と
新
聞
報
道

さ
れ
て
い
る
。

当
委
員
会
で
は
、
発
案
者
に
直

接
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
夜

行
性
の
動
物
が
青
色
の
光
に
弱
い

事
を
知
り
、発
光
ダ
イ
オ
ー
ド（
Ｌ

Ｅ
Ｄ
）
を
使
う
こ
と
を
思
い
つ
い

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
装
置
は
ガ

ラ
ス
製
で
直
径
十
セ
ン
チ
の
円
柱

形
で
、
中
に
六
個
の
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ

が
入
っ
て
お
り
、
単
三
乾
電
池
四

本
を
入
れ
る
と
、
夜
間
に
交
互
に

発
光
す
る
。

購
入
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
八

割
が
効
果
あ
り
と
回
答
。

○
と
く
と
く
徳
内
お
買
物
券
発

行
事
業

と
く
と
く
徳
内
お
買
物
券
は
近

隣
市
町
に
大
型
店
舗
の
進
出
に
よ

り
、
市
内
の
商
店
が
衰
退
し
て
お

り
、
購
買
人
口
の
流
出
の
抑
制
と

消
費
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
実
施

し
て
い
る
。
平
成
十
四
年
か
ら
今

回
で
十
回
目
に
な
る
。

○
実
施
主
体
…
商
工
会
で
組
織
す

る
「
お
買
物
発
行
事
業
実
行
委

員
会
」

○
対
象
事
業
所
…
市
内
の
商
業
等

を
含
む
小
規
模
事
業
者

○
登
録
店
舗
…
現
在
百
三
十
店
舗

（
小
売
業
七
割
、
飲
食
サ
ー
ビ

ス
業
三
割
）

○
実
施
期
間
…
平
成
二
十
年
十
月

か
ら
平
成
二
十
一
年
一
月

・
実
施
期
間
が
短
い
理
由
は
早

く
換
金
し
て
効
果
を
上
げ
る

た
め
。

・
既
に
完
売
状
態
で
あ
る
。

○
実
施
方
法
…
一
枚
五
百
円
の
お

買
物
券
を
一
冊
二
十
二
枚
つ
づ

り
に
し
た
も
の
を
一
万
円
で
販

売
（
一
人
五
万
円
程
度
）

○
発
行
枚
数
…
三
万
三
千
枚

○
課
題
な
ど
…
参
加
店
舗
が
少
な

い
。
品
揃
え
が
少
な
い
な
ど
。

○
農
村
文
化
保
存
伝
承
・
農
村

伝
承
の
家
に
つ
い
て

多
様
化
し
た
余
暇
社
会
に
対
応

し
た
農
業
・
農
村
体
験
の
場
と
し

て
都
市
部
の
住
民
に
提
供
し
、
人

物
、
心
の
交
流
を
図
る
目
的
で
、

平
成
三
年
か
ら
八
年
に
か
け
て

「
碁
点
リ
バ
ー
サ
イ
ド
地
区
農
業

農
村
活
性
化
事
業
」（
緑
の
農
村

空
間
）
の
指
定
を
受
け
て
整
備
さ

れ
た
施
設
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
度
ま
で
は
市
直
営

で
あ
っ
た
が
、
十
九
年
度
か
ら
は

指
定
管
理
者
【
�
村
山
市
余
暇
開

発
公
社
】
で
あ
る
。

農
村
文
化
保
存
伝

承
館
は
、
農
村
に
伝

わ
る
農
機
具
、
生
活

用
具
、
民
具
な
ど
三

百
五
十
点
が
展
示
さ

れ
て
い
る
施
設
で
あ

る
。（
平
成
五
年
開

館
三
百
三
十
八
�
）

農
村
伝
承
の
家

「
そ
ば
打
ち
道
場
」は
、

農
村
に
伝
わ
る
食
文

化
を
体
験
し
た
り
、

伝
統
芸
能
や
伝
承
行

事
を
楽
し
ん
だ
り
す

る
施
設
と
し
て
平
成

六
年
に
開
館
し
た
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業

平
成
十
八
年
二
月
に
「
村
山
市

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
を
策

定
し
、
市
内
に
賦
存
す
る
豊
富
な

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
こ

と
で
持
続
的
に
発
展
可
能
な
環
境

と
産
業
が
両
立
し
た
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

村
山
市
で
は
、
未
利
用
の
林
業

系
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
（
間
伐
材
、

製
材
所
斬
材
等
）を
利
用
し
た「
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
」
が
設
置

さ
れ
、
売
電
を
目
的
と
し
た
運
転

が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

村
山
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

は
、
民
間
主
導
で
あ
り
、
豊
富
な

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
利
活
用
は
、

非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。

とくとく徳内お買物券

夜行性動物忌避装置

木質バイオマス発電所
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厚
生
常
任
委
員
会
報
告

一
、
調
査
事
件

�
西
海
市
立
病
院
の
現
状
と
問
題

点
に
つ
い
て

�
他
市
・
町
立
病
院
、
保
健
福
祉

施
設
等
の
運
営
及
び
経
営
状
況

に
つ
い
て

二
、
調
査
の
経
過

本
委
員
会
で
は
、
上
記
項
目
を

調
査
事
件
と
し
て
、
そ
の
問
題
点

を
捉
え
、
対
応
策
を
究
明
す
る
た

め
取
り
組
ん
だ
。

西
海
市
立
病
院
の
現
状
と
問
題

点
に
つ
い
て
は
、
企
画
振
興
部
理

事
、
総
務
部
理
事
、
市
立
病
院
事

務
長
に
出
席
を
求
め
、
調
査
を

行
っ
た
。

他
市
・
町
立
病
院
、
保
健
福
祉

施
設
等
の
運
営
及
び
経
営
状
況
に

つ
い
て
は
、
姉
妹
市
町
提
携
を
結

ん
で
お
り
、
病
院
、
保
健
福
祉
施

設
が
一
体
と
な
っ
た
保
健
福
祉
医

療
ゾ
ー
ン
を
経
営
し
て
い
る
、
北

海
道
広
尾
町
を
選
定
し
、
先
進
の

実
例
を
調
査
す
る
た
め
、
委
員
を

派
遣
し
た
。

三
、
調
査
の
結
果

�
西
海
市
立
病
院
の
現
状
と
問

題
点
に
つ
い
て

市
立
病
院
事
務
長
か
ら
説
明
を

受
け
、
ま
た
、
民
営
化
方
針
等
に

つ
い
て
企
画
振
興
部
理
事
、
総
務

部
理
事
か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑

を
行
な
っ
た
。

（
質
疑
の
ま
と
め
）

市
立
病
院

に
つ
い
て
は
、
�
民
間
移
譲
（
民

設
民
営
）、
�
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
（
公
設
民
営
）、
�
地
方

独
立
行
政
法
人
（
非
公
務
員
型
）

の
三
つ
の
選
択
肢
に
よ
る
民
営
化

方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

委
員
か
ら
は
、
民
営
化
に
あ
た

り
条
件
を
受
け
す
ぎ
る
と
、
現
状

と
変
ら
な
い
財
政
負
担
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
市
か
ら
の
持
ち
出

し
を
極
力
抑
え
る
よ
う
な
条
件
の

も
と
に
民
営
化
が
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
欲
し
い
。

市
民
か
ら
は
、
現
在
の
医
療
制

度
を
残
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が

あ
る
。
一
定
期
間
、
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
、
市
民
の
理
解
が

得
ら
れ
て
か
ら
民
間
移
譲
す
る
よ

う
な
二
段
階
の
方
法
も
検
討
し
て

欲
し
い
。

西
海
市
内
の
開
業
医
は
高
齢
化

し
て
い
る
た
め
、
十
年
後
、
二
十

年
後
を
見
据
え
た
検
討
を
し
な
い

と
西
海
市
全
体
が
医
療
過
疎
に
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
。
市
立
病
院
の

医
療
圏
を
大
島
・
崎
戸
地
区
の
み

と
捉
え
る
か
、
交
通
ア
ク
セ
ス
も

含
め
て
、
広
い
視
野
で
検
討
し
て

ほ
し
い
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

市
立
病
院
の
民
営
化
方
針
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
の
選
択
肢
を
選

ん
で
も
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で

あ
る
が
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
は
年
間
二
億
円
を
超
え
、
今

後
も
増
え
続
け
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
早
急
な
対
応
も
必
要
で
あ

る
。

北
海
道
広
尾
町
の
町
立
病
院
・
福
祉
施
設
の
現
状

�
他
市
・
町
立
病
院
、
保
健
福

祉
施
設
等
の
運
営
及
び
経
営

状
況
に
つ
い
て

北
海
道
広
尾
町
が
運
営
し
て
い

る
保
健
福
祉
医
療
ゾ
ー
ン
で
調
査

を
行
っ
た
。

保
健
福
祉
医
療
ゾ
ー
ン
は
、
敷

地
内
に
広
尾
町
国
民
健
康
保
険
病

院
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
つ

じ
苑
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
も
め
、

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
な
ご
み
、
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
帯
広
保
健
所
広
尾
支

所
を
併
設
し
て
い
る
。
施
設
間
は

渡
り
廊
下
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、

施
設
入
所
者
は
、
外
へ
出
ず
に
町

立
病
院
で
受
診
で
き
る
。

�
広
尾
町
国
民
健
康
保
険
病
院

昭
和
三
十
五
年
に
病
床
数
三
十

五
床
で
建
設
し
、
昭
和
三
十
七
年

に
六
十
五
床
に
増
設
し
た
。
老
朽

化
に
伴
い
、
平
成
元
年
に
現
在
地

へ
移
転
し
た
。
平
成
二
十
年
九
月

に
診
療
室
が
手
狭
と
な
っ
た
た
め

増
改
築
を
行
っ
た
。

広
尾
町
は
民
間
の
診
療
所
が
二

箇
所
で
あ
る
た
め
、
地
域
に
密
着

し
た
基
幹
病
院
で
あ
る
。

診
療
科
目
は
内
科
、
外
科
、
整

形
外
科
、
胃
腸
内
科
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
は
常
勤
で
、
精
神

科
、
脳
神
経
外
科
、
皮
膚
科
に
つ

い
て
は
、
月
二
回
帯
広
市
の
病
院

か
ら
派
遣
を
願
っ
て
い
る
。

経
営
状
況
に
つ
い
て
、
一
般
会

計
か
ら
三
億
円
の
繰
り
入
れ
を
し

て
い
る
。
問
題
は
あ
る
が
、
指
定

管
理
者
等
の
受
け
手
が
無
い
。
経

費
の
節
約
に
努
力
し
て
い
る
。

�
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
つ
じ

苑（
定
員
…
五
十
人
）

昭
和
五
十
六
年
に
開
設
。
入
所

待
機
者
は
七
十
名
。

�
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
も
め

定
員
は
五
十
名
で
、
入
所
待
機

者
は
、
二
十
一
名
。

�
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
な
ご
み

定
員
は
二
十
名
、
入
居
者
利
用

料
は
、
無
料
か
ら
月
五
万
円
。

西海市立病院（大島町）

広尾町国民健康保険病院

生活支援ハウス なごみ
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緊
急
経
済
対
策
の

効
果
は

議
員

市
長

学
校
適
正
配
置
の
考
え
は

議
員

教
育
長

教
育
振
興
に
つ
い
て
の
策
定
状
況
は

議
員

教
育
長

企
業
誘
致
促
進
班
の

活
動
状
況
は

議
員

市
長

議
員

市
長

緊
急
地
域
対
策
事
業

の
成
果
は

議
員

市
長

議
員

市
長遊

湯
館
の
排
水
対
策

は議
員

緊
急
経
済
対
策
事
業

の
効
果
と
今
後
の
考
え
は
。

元
請
負
と
し
て
延
べ

雇
用
見
込
み
者
数
は
約
千
六

百
三
十
名
と
な
っ
て
お
り
、

多
少
な
り
と
も
雇
用
の
確
保

が
図
ら
れ
た
と
と
も
に
、
地

域
の
要
望
に
も
一
部
お
応
え

し
、
環
境
整
備
が
図
ら
れ
た

と
考
え
る
。

市
で
は
、
農
漁
業
者
や
商

工
業
者
の
運
営
資
金
等
に
資

す
る
た
め
の
産
業
振
興
資
金

貸
し
付
け
に
つ
い
て
、
今
年

度
か
ら
利
率
を
一
・
九
％
に

引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
原

油
高
騰
対
策
と
し
て
さ
ら
に

利
率
を
一
・
五
％
に
軽
減
す

る
な
ど
、
県
下
で
も
利
用
者

に
と
っ
て
有
利
な
施
策
を
講

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
こ
の
貸
付
制
度
を

拡
充
し
、
さ
ら
に
事
業
者
に

と
っ
て
使
い
や
す
い
制
度
に

な
る
よ
う
に
金
融
機
関
等
と

協
議
を
行
っ
て
お
り
、
国
県

の
制
度
と
あ
わ
せ
て
利
用
者

へ
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

金
融
機
関
に
対
し
て
も
貸
付

け
に
つ
い
て
協
力
依
頼
を
行

な
っ
て
い
る
。

小
中
学
校
適
正
配
置

基
本
計
画
の
答
申
を
受
け
て
、

教
育
委
員
会
と
し
て
の
今
後

の
考
え
は
。答

申
を
尊
重
し
な

が
ら
、
今
よ
り
質
の
高
い
教

育
が
期
待
さ
れ
る
政
策
と
し

て
の
実
施
計
画
を
策
定
し
、

保
護
者
並
び
に
地
域
の
ご
理

解
を
得
て
、
適
正
配
置
事
業

を
進
め
る
。

手
順
と
し
て
、
本
年
度
中

に
答
申
内
容
の
説
明
会
を
対

象
校
区
ご
と
に
行
な
い
、
集

約
し
た
意
見
を
参
考
に
し
て
、

実
施
計
画
素
案
を
二
十
一
年

九
月
頃
ま
で
に
策
定
し
、
議

会
報
告
後
に
住
民
説
明
会
を

開
催
し
て
、
素
案
の
見
直
し

を
行
な
い
、
二
十
一
年
度
中

に
最
終
的
な
実
施
計
画
を
策

定
す
る
考
え
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本

計
画
の
策
定
状
況
は
。

素
案
が
で
き
、
実

施
期
間
を
平
成
二
十
一
年
度

か
ら
八
年
間
と
し
、
内
容
は

豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の

実
現
を
計
画
の
基
本
理
念
に

据
え
、
基
本
目
標
で
あ
る
活

力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の

章
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の

育
成
等
の
柱
で
構
成
し
て
い

る
。本

計
画
は
、
十
月
か
ら
配

置
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
指
導
、
助
言
を
受
け

て
作
成
し
た
も
の
で
、
今
後
、

西
海
市
教
育
振
興
基
本
計
画

の
ス
ポ
ー
ツ
分
野
と
の
調
整

を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の

実
情
に
あ
っ
た
実
効
性
の
あ

る
も
の
に
仕
上
げ
た
い
。

活
動
状
況
と
成
果
は
。

企
業
誘
致
を
実
現
す

べ
く
、
県
へ
の
派
遣
職
員
と

連
携
し
、
検
討
を
行
な
っ
た

が
誘
致
の
実
現
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
現
在
は
、
将
来
の

工
業
団
地
造
成
候
補
地
検
討

の
基
礎
と
な
る
企
業
立
地
適

地
調
査
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

担
当
職
員
を
増
員
し

て
で
も
精
力
的
に
活
動
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
が
。

体
制
強
化
の
時
期
に

つ
い
て
は
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
企
業
立
地
適
地
調
査

事
業
完
了
後
の
工
業
団
地
造

成
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

企
業
誘
致
を
取
り
巻
く
現
状

は
激
変
を
し
て
お
り
、
企
業

誘
致
の
実
現
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。

事
業
に
お
い
て
市
内

の
業
者
に
広
く
行
き
わ
た
る

措
置
と
成
果
は
。

市
内
に
本
社
を
置
く

建
設
業
者
の
う
ち
、
基
本
的

に
事
業
実
施
場
所
の
あ
る
各

町
の
業
者
を
対
象
と
し
て
指

名
業
者
を
選
定
し
た
。

総
入
札
件
数
は
八
十
八
件

で
、
発
注
総
額
は
約
四
千
二

百
七
十
一
万
円
。
受
注
業
者

は
、
す
べ
て
元
請
と
し
て
事

業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

緊
急
的
な
事
業
と
い

う
の
は
総
合
支
所
に
全
部
任

せ
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。

今
後
、
総
合
支
所
方

式
の
見
直
し
の
必
要
が
あ
る

が
、
支
所
も
人
出
が
少
な
く
、

多
額
の
予
算
を
も
ら
っ
て
も

執
行
は
で
き
な
い
の
が
現
実

で
あ
る
。

地
域
住
民
の
声
と
い
う
も

の
を
行
政
に
反
映
を
さ
せ
る

た
め
に
は
、
仕
事
が
適
切
に

執
行
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
判

断
を
し
て
い
る
。

遊
湯
館
の
排
水
の
現

ほ
り
か
わ

ま
さ
の
り

堀
川

政
徳
議
員

も
り
ぐ
ち

あ
き
の
り

森
口

昭
徳
議
員

西海市立小・中学校
適正配置基本計画
（答申）

市道柚子川線側溝整備工事

市道樫浦線防護柵修繕
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市
税
現
年
度
分
を
百

％
徴
収
で
き
る
シ
ス

テ
ム
作
り
が
急
務

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

六
千
頭
を
超
え
る
イ

ノ
シ
シ
対
策
は

議
員

市
長

議
員

市
長企

業
誘
致
の
目
標
は

議
員

市
長

市
長行

政
区
長
の
職
務
の

適
正
化
に
つ
い
て

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

平
成
十
九
年
度
決
算

で
は
、
市
税
現
年
度
分
徴
収

率
が
平
成
十
七
年
度
及
び
十

八
年
度
よ
り
〇
・
五
％
低
下

し
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
、

重
点
的
に
実
施
し
て
い
る
徴

収
率
向
上
対
策
は
。

低
下
の
原
因
は
税
源

移
譲
に
伴
い
、
個
人
住
民
税

の
税
率
が
県
民
税
を
含
め
一

律
十
％
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
、
法
人
市
民
税
の
滞
納
額

増
加
、
固
定
資
産
税
に
お
い

て
は
、
法
人
の
業
績
不
振
や

休
業
等
に
よ
る
新
た
な
滞
納

額
の
発
生
等
が
大
き
な
要
因

で
あ
る
。

現
在
取
組
ん
で
る
徴
収
率

向
上
対
策
の
主
な
も
の
は
、

電
話
催
告
や
戸
別
訪
問
、
勤

務
先
へ
の
給
与
調
査
、
差
し

押
さ
え
予
告
書
の
送
付
等
に

よ
る
早
期
納
付
指
導
を
行
な

い
、
そ
れ
で
も
納
め
な
か
っ

た
滞
納
者
に
は
、
預
貯
金
や

還
付
金
の
差
し
押
え
、
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
導
入
等
を
実
施
中

で
、
来
年
一
月
か
ら
差
し
押

え
た
財
産
を
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
売
を
実
施

す
る

現
在
滞
納
者
は
何
名

か
。
滞
納
し
て
い
る
企
業
は

何
社
か
。
ま
た
悪
質
な
滞
納

者
に
対
し
て
は
、
住
所
・
氏

名
・
滞
納
額
等
を
公
表
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
が
、
本

市
の
場
合
、
こ
れ
を
条
例
化

で
き
な
い
か
。

平
成
十
九
年
度
一
般

会
計
分
の
滞
納
者
は
延
べ
千

三
百
十
一
名
。
滞
納
企
業
は

延
べ
二
十
三
社
。
悪
質
滞
納

者
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
他

自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
の

で
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
が
、

非
常
に
難
し
く
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

収
納
強
化
月
間
を
設

け
、
全
庁
的
な
取
組
み
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

県
下
で
も
徴
収
率
に

つ
い
て
は
、
非
常
に
成
果
が

上
が
っ
て
い
る
地
域
だ
と

思
っ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
徴

収
率
向
上
を
目
指
し
、
そ
れ

ら
に
つ
い
て
勉
強
を
し
た
い
。

市
内
周
辺
で
の
イ
ノ

シ
シ
の
生
息
推
定
頭
数
と
、

最
近
の
捕
獲
頭
数
は
。

イ
ノ
シ
シ
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
、
市
内
全
域

で
六
千
頭
を
超
え
る
の
で
は

な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

捕
獲
頭
数
は
、
平
成
十
七
年

度
三
百
三
十
九
頭
、
十
八
年

度
四
百
六
十
四
頭
、
十
九
年

度
四
百
九
十
九
頭
で
あ
る
。

現
生
息
数
の
六
割
を

駆
除
し
な
け
れ
ば
、
イ
ノ
シ

シ
は
減
ら
な
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
西
海

市
の
農
業
は
、
イ
ノ
シ
シ
に

や
ら
れ
て
し
ま
う
。
も
っ
と

徹
底
的
に
捕
獲
す
べ
き
で
は
。

対
策
を
一
生
懸
命
実

施
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
イ
ノ
シ
シ
は
増
え
続
け

て
い
る
。
今
後
被
害
も
増
大

す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

ば
ら
ば
ら
に
や
っ
て
い
て
は

効
果
が
出
な
い
の
で
、
一
定

期
間
を
設
け
て
、
集
中
的
に

捕
獲
す
る
方
法
を
関
係
者
と

協
議
し
て
い
る
。

何
年
ま
で
に
何
件
の

企
業
を
誘
致
す
る
目
標
か
。

平
成
二
十
八
年
度
ま

で
に
五
企
業
を
目
指
す
。

状
と
今
後
の

見
通
し
は
。

温
泉

揚
湯
ポ
ン
プ

の
大
幅
な
汲

み
上
げ
量
の

改
善
が
な
さ

れ
、
現
在
ほ

ぼ
す
べ
て
の

処
理
が
行
わ

れ
て
い
る
。

今
後
も
現
行

の
方
式
で
経

過
を
観
察
し

な
が
ら
処
理

し
た
い
。口

頭
で
の
伝
達
は
、

正
確
さ
を
欠
く
こ
と
が
あ
る
。

書
面
に
よ
る
伝
達
の
方
法
が

い
い
の
で
は
な
い
か
。

事
務
連
絡
は
、
行
政

区
長
会
開
催
の
折
に
補
足
説

明
な
ど
に
お
い
て
、
口
頭
で

の
説
明
を
す
る
こ
と
も
あ
る

が
、
あ
く
ま
で
も
原
則
と
し

て
は
文
書
に
よ
る
通
知
を
旨

と
し
て
い
る
。

連
絡
に
お
い
て
、
不
均
一

が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
再
度

そ
の
事
務
の
徹
底
を
図
り
た

い
。

市
に
対
す
る
陳
情
、

要
望
な
ど
行
政
区
長
は
仕
事

量
が
多
い
と
考
え
る
。
事
務

手
続
き
は
、
行
政
側
で
な
る

べ
く
支
援
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

支
援
で
き
る
部
分
は

支
援
を
し
、
行
政
区
長
と
も

相
談
を
し
な
が
ら
、
そ
の
事

務
の
取
り
扱
い
は
進
め
て
い

き
た
い
。行

政
区
長
、
組
合
長
、

西
海
市
で
統
一
さ
れ
た
縦
の

組
織
を
作
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
。

統
一
し
た
行
政
区
の

組
織
構
築
に
向
け
取
り
組
み

た
い
。

い
わ
も
と

と
し
お

岩
本

利
雄
議
員

遊湯館の排水施設

波佐見町の工業用地造成地

これが聞きたい！
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小
・
中
学
校
の
統
廃

合
は
、
住
民
の
意
見

を
踏
ま
え
よ

議
員

教
育
長

緊
急
地
域
経
済
対
策

の
効
果
と
今
後
の
対

策
は

議
員

市
長

松
島
西
泊
地
区
の
ボ

タ
流
出
災
害
防
止
策

を議
員

市
長

有
害
鳥
獣
対
策
と
農

業
振
興
策
に
つ
い
て

議
員

市
長

今
後
の
対
策
方
法
は

議
員

市
長

議
員

産
業
振
興
部
長

議
員

小
中
学
校
の
統
廃
合

に
あ
た
っ
て
は
、
小
規
模
校

に
あ
っ
て
も
地
域
住
民
と
と

も
に
特
色
あ
る
教
育
を
展
開

し
、
優
れ
た
成
果
を
あ
げ
て

い
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
適
正
規
模

の
名
の
も
と
に
適
正
配
置
計

画
を
拙
速
に
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
。
保
護
者
や
地
域
住

民
と
十
分
に
協
議
し
て
、
子

ど
も
達
に
望
ま
し
い
教
育
環

境
づ
く
り
に
努
め
る
べ
き
だ
。

実
施
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
答
申
内
容

を
尊
重
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
保
護
者
や
地
域

住
民
の
皆
様
の
意
見
を
十
分

聞
き
な
が
ら
策
定
し
た
い
。

具
体
的
に
は
、
教
育
委
員

会
で
実
施
計
画
素
案
を
作
成

し
た
後
、
該
当
学
校
ご
と
に

「
学
校
の
あ
り
方
を
考
え
る

懇
話
会
」
を
立
ち
上
げ
、
素

案
を
検
討
し
た
り
、
要
望
を

取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
く
。

最
終
的
に
は
、
懇
話
会
の

意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
実

施
計
画
を
策
定
す
る
考
え
で

あ
る
。

市
内
の
事
業
所
を
対

象
に
雇
用
の
安
定
化
と
地
域

経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、

市
単
独
事
業
と
し
て
五
千
万

円
の
緊
急
地
域
経
済
対
策
を

実
施
し
て
い
る
が
、
事
業
の

評
価
と
進
捗
状
況
を
伺
い
た

い
。ま

た
、
今
日
の
厳
し
い
地

域
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
る
と

追
加
的
な
対
策
が
必
要
と
考

え
る
が
、
今
後
の
地
域
経
済

対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

本
事
業
は
、
各
地
区

の
要
望
事
項
の
う
ち
、
随
意

契
約
の
範
囲
内
で
緊
急
性
が

高
い
事
業
を
九
十
八
件
採
択

し
て
進
め
て
い
る
。

評
価
に
つ
い
て
は
、
環
境

整
備
が
図
ら
れ
、
ま
た
、
延

べ
に
し
て
約
千
六
百
三
十
人

の
雇
用
確
保
や
地
域
経
済
の

活
性
化
並
び
に
市
民
生
活
の

安
心
、
安
全
確
保
な
ど
一
定

の
成
果
が
図
ら
れ
た
と
考
え

る
。

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

仕
事
の
量
で
は
な
く
、
資
金

繰
り
の
方
を
重
点
的
に
今
、

投
じ
る
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

西
泊
海
岸
の
ボ
タ
が
、

荒
天
に
よ
り
流
出
し
、
堤
防

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
堆
積
し
て
い

る
。そ

れ
に
伴
い
、
台
風
襲
来

時
に
は
ボ
タ
ま
じ
り
の
大
波

が
住
宅
地
や
市
道
ま
で
打
ち

上
げ
ら
れ
被
害
を
受
け
て
い

る
。ボ

タ
流
出
防
止
対
策
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

こ
れ
ま
で
、
県
単
事

業
で
素
掘
り
の
水
路
工
事
や

ボ
タ
取
り
除
き
工
事
を
実
施
、

市
が
排
水
路
整
備
や
側
溝
整

備
を
行
な
っ

て
き
た
。

平
成
十
九

年
に
、
県
の

ボ
タ
流
出
防

止
対
策
が
策

定
さ
れ
、
護

岸
の
調
査
や

対
策
が
検
討

さ
れ
て
い
る

段
階
で
あ
る
。

今
後
、
県

と
協
議
し
て

早
期
解
決
に

向
け
努
力
し

た
い
。

平
成
二
十
年
度
の
イ

ノ
シ
シ
被
害
に
か
か
る
対
策

の
内
容
と
成
果
は

十
月
二
十
日
ま
で
の

被
害
実
績
報
告
で
は
、
水
稲

被
害
の
集
計
を
除
き
、
被
害

面
積
二
八
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
五
百
四
十
二
万
七
千
円
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
ミ
カ

ン
へ
の
被
害
が
増
え
て
お
り
、

年
度
末
ま
で
に
増
加
が
予
測

さ
れ
る
。

事
業
の
内
容
は
、
今
年
度

か
ら
二
箇
年
間
、
電
気
牧
さ

く
設
置
に
対
す
る
補
助
要
件

を
緩
和
し
、
二
戸
以
上
で
飛

び
地
で
も
補
助
対
象
に
該
当

さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
十
月

末
ま
で
に
三
十
六
組
織
、
百

七
十
三
戸
か
ら
四
百
八
十
二

万
三
千
円
の
補
助
申
請
が

あ
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
設
置
後
の
確
認

に
お
い
て
、
管
理
不
足
の
た

め
に
電
気
さ
く
の
効
力
が
発

揮
さ
れ
て
い
な
い
事
例
が
多

く
出
て
お
り
、
今
後
は
専
門

家
に
よ
る
講
習
会
を
開
催
し

て
い
く
。

駆
除
依
頼
は
、
九
十
四
件
、

十
一
月
十
四
日
ま
で
の
駆
除

期
間
内
に
二
百
四
十
六
頭
を

捕
獲
し
て
い
る
。

捕
獲
協
議
会
と
猟
友

会
の
有
害
鳥
獣
対
策
に
か
か

る
仕
組
み
関
係
は
。

昨
年
度
ま
で
は
、
西

彼
杵
郡
猟
友
会
に
委
託
し
て

お
り
、
今
年
度
か
ら
、
市
内

在
住
の
狩
猟
免
許
所
有
者
で

組
織
さ
れ
た
「
西
海
市
有
害

鳥
獣
捕
獲
の
会
」
に
委
託
を

行
っ
て
い
る
。

昨
年
制
定
さ
れ
た
鳥
獣
被

害
防
止
特
措
法
に
基
づ
く
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
設
置

に
向
け
、
手
続
の
整
備
を
検

討
し
て
い
く
。

こ
の
組
織
の
確
立
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
問
題

点
へ
の
対
応
は
。

駆
除
が
早

急
に
で
き
る
体
制
づ
く
り
は

私
た
ち
が
十
分
努
力
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
考

え
、
引
き
続
き
努
力
を
し
て

い
く
。

住
民
に
よ
る
、
イ
ノ

シ
シ
と
の
遭
遇
お
よ
び
被
害

な
か
の

よ
し
お

中
野

良
雄
議
員

か
わ
お
か

す
み
ひ
で

川
岡

純
英
議
員

東浜地区の水路周辺の竹林伐採

松島西泊海岸のボタ堆積
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小
中
学
校
適
正
化
計

画
は
拙
速
す
ぎ
る

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

雪
浦
診
療
所
の
今
後

の
運
営
は

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

農
業
基
盤
整
備
の
充

実
を

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

産
業
振
興
部
長

議
員

産
業
振
興
部
長

議
員

産
業
振
興
部
長

議
員

議
員

市
長

議
員

産
業
振
興
部
長

議
員

市
長

西
海
市
立
小
・
中
学

校
適
正
配
置
基
本
計
画
の
基

本
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

基
本
計
画
に
よ
る
と
、
教

育
委
員
会
で
実
施
計
画
素
案

を
二
十
一
年
度
中
に
策
定
し

直
ち
に
住
民
説
明
会
を
開
催

し
、
平
成
二
十
四
年
に
前
期

計
画
「
大
瀬
戸
町
の
複
式
学

級
の
解
消＝

大
瀬
戸
小
学
校

の
統
合
」
外
二
件
の
実
現
を

め
ざ
す
と
さ
れ
て
い
る
が
、

あ
ま
り
に
も
拙
速
す
ぎ
る
。

早
急
な
対
応
が
必

要
な
理
由

�
児
童
数
の
減

少
に
よ
り
、
複
式
学
級
を
有

す
る
学
校
が
七
校
あ
る
。
望

ま
し
い
指
導
が
期
待
で
き
な

い
。

�
教
育
委
員
会
は

小
・
中
・
高
一
貫
教
育
を
目

指
し
て
い
る
。

�
今
が
教

育
改
革
を
行
な
う
良
い
機
会

で
あ
る
。
耐
震
化
と
の
関
連

も
。

特
に
廃
校
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
学
校
は
、
住
民

や
父
兄
の
反
発
が
予
想
さ
れ

る
。
そ
の
対
応
策
は
。

熱
意
を
も
っ
て
説

明
を
し
、
理
解
を
得
た
い
。

小
学
校
に
お
い
て
は
、

複
式
学
級
の
解
消
が
主
な
要

因
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
複

式
で
は
ダ
メ
な
の
か
。

複
式
は
望
ま
し
学

級
編
制
で
は
な
い
。
特
に
教

師
の
確
保
に
お
金
が
い
る
。

西
海
市
医
療
検
討
委

員
会
の
結
論
と
し
て
、
雪
浦

診
療
所
は
、
公
立
診
療
所
と

し
て
の
役
割
は
終
え
た
と
判

断
し
、
廃
止
が
望
ま
し
い
。

な
お
診
療
所
の
施
設
が
新
し

い
た
め
、
民
間
医
療
機
関
等

に
活
用
さ
れ
る
べ
き
、
と
さ

れ
て
い
る
。
経
営
を
指
定
管

理
者
と
す
る
理
由
を
伺
う
。

医
療
の
継
続
性
を
最

重
要
と
考
え
、
現
在
の
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
き
た
さ

な
い
指
定
管
理
制
度
を
導
入

し
、
次
に
民
間
移
譲
に
進
む
。

指
定
管
理
者
に
し
た

場
合
の
経
営
改
善
策
は
。

人
件
費
の
削
減
や
、

民
間
の
経
営
努
力
に
よ
っ
て
、

図
ら
れ
る
。
送
迎
サ
ー
ビ
ス

や
土
曜
日
の
診
療
等
に
よ
り
、

患
者
数
の
増
加
が
で
き
る
。

将
来
、
完
全
な
民
営

化
を
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

そ
の
件
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
制
度
導
入
後
、

五
年
以
内
に
検
討
す
る
。

現
在
実
施
さ
れ
て
い

る
農
地
・
水
・
環
境
事
業
は
、

五
箇
年
間
の
期
限
付
き
補
助

事
業
で
あ
る
。
有
意
義
な
事

業
で
あ
り
、
継
続
を
。

中
山
間
地
域
直
接
支

払
い
制
度
で
も
、
平
成
十
七

年
度
か
ら
、
第
二
期
対
策
が

施
行
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
に

お
い
て
も
要
望
す
る
。

水
田
防
除
の
無
人
ヘ

リ
に
よ
る
機
械
化
は
急
務
。

そ
の
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
。
現
段
階
で
は
、
業

者
へ
の
委
託
作
業
を
検
討
し

て
い
る
。

へ
の
具
体
的
対
応
方
法
は
。

住
宅
地
周
辺
の
わ
な

の
設
置
は
、
問
題
が
生
じ
対

応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

連
絡
が

あ
っ
た
場
合
、
市
の
担
当
か

ら
駆
除
員
に
連
絡
を
し
、
確

認
後
、
駆
除
及
び
わ
な
を
か

け
て
い
る
。

出
前
講
座
等
に
よ
る

周
知
対
策
は
で
き
な
い
か
。

希
望
に
よ

り
対
応
す
る
。

獣
道
の
交
差
す
る
通

学
路
等
へ
の
看
板
設
置
の
考

え
は
な
い
か
。

学
校
等
と

も
協
議
し
、
対
応
す
る
。

特
に
子
ど
も
及
び
老

人
等
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な

い
よ
う
な
対
策
を
お
願
い
し

た
い
。

里
山
の
整
備
等
、
環

境
保
全
に
よ
る
被
害
予
防
方

策
の
考
え
は
。

山
間
部
の
農
地
や
里

山
の
保
全
管
理
は
、
多
く
の

労
力
と
時
間
を
要
し
、
現
実

的
に
取
り
組
み
が
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
。

国
の
減
反
政
策
に
よ

る
山
際
の
保
全
管
理
田
の
荒

廃
、
あ
わ
せ
て
高
齢
化
及
び

農
業
離
れ
が
原
因
と
考
え
る
。

棚
田
の
復
活
や
荒
廃
ミ
カ

ン
園
を
普
通
畑
に
す
る
。
ま

た
、
落
葉
木
等
の
植
栽
に
取

り
組
む
よ
う
な
事
業
の
考
え

は
な
い
か
。

今
後
、里

山
の
開
発
や
荒
廃
地
対
策
等
、

よ
り
良
い
事
業
は
、
そ
の
つ

ど
、
農
家
や
関
係
団
体
に
お

知
ら
せ
し
、
組
織
・
対
策
づ

く
り
に
対
応
し
て
い
く
。

と
殺
施
設
の
設
置
に

よ
り
、
法
的
に
取
り
扱
い
の

で
き
る
方
法
を
確
立
し
、
猛

禽
類
に
対
す
る
有
効
活
用
の

方
策
の
考
え
は
。

現
在
、
県
内
二
箇
所

で
処
理
販
売
が
行
わ
れ
て
い

る
。イ

ノ
シ
シ
肉
は
、
と
殺
や

解
体
の
仕
方
や
季
節
に
よ
り

独
特
の
に
お
い
が
あ
り
、
捕

獲
頭
数
に
も
ば
ら
つ
き
が
生

じ
、
安
定
し
た
需
要
が
確
保

で
き
な
い
。

生
業
と
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
推
測
す
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
研

究
を
検
討
し
て
い
く
。

あ
さ
だ

ゆ
き
お

浅
田

幸
夫
議
員

指定管理者に移行される雪浦診療所

瀬戸小に統合予定の雪浦小

これが聞きたい！
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西
海
市
の
農
業
振
興

は
�

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

旧
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村

と
�
長
崎
西
海
楽
園

の
再
生
計
画
に
つ
い

て議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

企
業
立
地
適
地
調
査

に
つ
い
て

議
員

市
長

議
員

市
長

今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
は

議
員

市
長

議
員

企
画
振
興
部
理
事

議
員

市
長

肥
料
、
農
薬
、
飼
料
、

燃
油
高
騰
対
策
は
。

国
の
補
正
予
算
で
緊

急
対
策
事
業
実
施
。
農
協
、

部
会
、
農
家
へ
説
明
を
し
、

十
一
月
末
ま
で
燃
油
八
十
七

戸
、
肥
料
で
三
百
八
十
八
戸

の
申
告
が
あ
り
、
今
後
審
査

を
行
な
い
申
請
す
る
こ
と
に

な
る
。

技
術
、
経
営
指
導
体

制
の
確
立
と
県
地
方
機
関
の

再
編
（
農
林
部
門
）
は
。

農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
は
、
県
央
地
区
に
統
合

さ
れ
る
。
そ
の
中
で
西
海
市

内
に
は
技
術
指
導
業
務
に
特

化
し
た
支
所
を
配
置
し
、
市
、

普
及
セ
ン
タ
ー
、
農
協
と
連

携
し
、
技
術
や
経
営
に
関
す

る
支
援
体
制
を
確
立
す
る
。

食
の
安
全
・
安
心
と

自
給
率
向
上
対
策
は
。

消
費
者
の
食
の
安

全
・
安
心
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
、
環
境
保
全
型
農
業
や
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
、
土
づ
く
り
、

減
農
薬
、
有
機
栽
培
の
拡
大

遊
休
農
地
解
消
等
、
併
せ
て

自
給
率
向
上
対
策
に
努
め
る
。

施
設
利
活
用
の
公
募

結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

旧
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村

四
事
業
者
、
西
海
楽
園
二
事

業
者
か
ら
具
体
的
な
事
業
計

画
書
の
提
出
が
あ
る
。

今
後
の
再
生
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
方
策
は
。

個
別
ヒ
ア
リ
ン

グ
後
事
業
者
の
絞
り
込

み
、
関
係
者
と
調
整
を

行
な
い
、
で
き
れ
ば
年

内
決
着
、
契
約
段
階
に

と
考
え
て
い
る
が
、
現

況
の
経
済
不
況
で
円
滑

に
決
定
に
至
る
か
懸
念

し
て
い
る
。

海
域
の
利
用
と

施
設
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
。

既
設
デ
ッ
キ
部

分
の
公
有
水
面
占
用
に

つ
い
て
は
同
意
を
得
て

県
の
許
可
を
受
け
て
い

る
。
民
間
事
業
者
に
移
っ
た

場
合
、
改
め
て
協
議
、
調
整

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
現
在

の
管
理
は
、
管
理
公
社
職
員

一
名
で
行
っ
て
い
る
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

の
公
募
結
果
は
。

県
内
に
事
業
所
営
業

所
を
置
く
四
事
業
者
か
ら
提

案
を
受
け
、
事
業
実
績
や
経

営
状
況
等
、
書
類
審
査
と
提

案
内
容
及
び
取
り
組
姿
勢
を

確
認
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
二
段
階
方
式
で
選

考
、
と
も
に
最
高
評
価
を
得

た
株
式
会
社
オ
オ
バ
九
州
支

店
に
業
務
発
注
し
た
。

働
く
職
場
の
確
保
、

雇
用
の
創
出
が
市
の
緊
急
課

題
。
今
後
の
進
め
方
は
。

新
た
な
企
業
誘
置
に

つ
い
て
も
継
続
的
な
情
報
発

信
と
営
業
活
動
を
実
行
し
雇

用
創
出
に
つ
な
げ
た
い
。
誘

置
企
業
の
目
標
と
し
て
平
成

二
十
八
年
度
ま
で
に
、
五
企

業
を
目
指
し
雇
用
拡
大
が
図

れ
る
よ
う
努
力
し
て
取
り
組

む
。

現
在
、
試
験
的
に
崎

戸
平
島
地
区
に
お
い
て
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
通
所
、
診
療
所

へ
の
通
院
、
買
い
物
な
ど
を

兼
ね
備
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
の
運
用
に
つ
い
て
伺
う
。

こ
の
バ
ス
は
島
内
に

お
け
る
貴
重
な
交
通
手
段
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
よ

り
有
償
で
あ
っ
て
も
運
行
を

存
続
し
て
欲
し
い
と
の
要
望

が
上
が
っ
て
い
る
。
現
在
、

島
民
有
志
の
方
々
が
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
平
島
を
守
る
会
」
を

立
ち
あ
げ
、
実
施
団
体
と
し

て
県
に
許
可
申
請
を
提
出
し

て
い
る
。

許
可
が
お
り
次
第
、
運
輸

局
へ
登
録
申
請
を
行
な
い
、

来
年
度
か
ら
正
式
に
有
償
運

行
を
実
施
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
る
。当

然
の
こ
と
な
が
ら

将
来
的
に
は
車
の
購
入
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
車

の
購
入
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す

る
の
か
。

市
の
方

で
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

次
の
候
補

地
と
し
て
、
ど
う

い
う
と
こ
ろ
を
走

ら
せ
よ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
。

大
瀬
戸
の

幸
物
・
藤
原
地
区

は
交
通
の
不
便
な

と
こ
ろ
で
あ
り
、

何
と
か
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

た
ぐ
ち

の
ぼ
る

田
口

昇
議
員

す
ぎ
ざ
わ

や
す
ひ
こ

杉
澤

泰
彦
議
員

長崎西海楽園

コミュニティバス
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高
規
格
道
路
工
事
は

議
員

市
長

議
員

市
長

市
道
改
修
工
事
に
つ

い
て
伺
う

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長旧

オ
ラ
ン
ダ
村
跡
地

利
用
に
つ
い
て
伺
う

議
員

市
長

議
員

市
長

市
立
病
院
の
今
後

は
？

議
員

市
長

議
員

企
画
振
興
部
理
事

議
員

副
市
長

高
規
格
道
路
工
事

（
小
迎
〜
大
串
）
に
伴
う
市

道
（
作
業
道
）
と
河
川
（
水

路
）
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

市
道
（
作
業
道
）
の
亀
裂
や

デ
コ
ボ
コ
、
路
肩
の
崩
落
箇

所
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

仮
舗
装
や
鉄
板
に
よ

る
応
急
対
策
を
行
な
い
、
工

事
終
了
後
は
引
き
渡
し
を
受

け
る
前
に
、
県
が
整
備
を
行

な
う
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

河
川
（
水
路
）
の
改

修
や
修
繕
な
ど
の
対
策
工
事

に
つ
い
て
は
。

県
と
十
分
協
議
を
行

な
い
、
関
係
住
民
、
行
政
区

長
と
の
連
携
を
図
り
、
県
が

行
な
う
工
事
は
県
に
依
頼
し
、

市
が
行
な
う
箇
所
は
市
で
進

め
て
い
く
。

伊
ノ
浦
郷
の
市
道
改

修
工
事
は
、
今
後
ど
う
な
る

の
か
。

今
後
も
推
進
委
員
会

の
ご
協
力
を
得
て
、
工
事
が

で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

上
杉
崎
線
の
改
修
工

事
に
つ
い
て
。

以
前
か
ら
地
元
の
要

望
が
あ
り
、
車
両
通
行
に
支

障
が
あ
る
カ
ー
ブ
の
改
修
を

二
十
一
年
度
か
ら
工
事
を
行

な
い
た
い
。

瀬
ノ
脇
バ
ス
停
か
ら

墓
地
ま
で
の
市
道
が
狭
く
離

合
も
で
き
な
い
状
況
だ
が
、

早
急
に
拡
幅
工
事
を
。

非
常
に
市
道
が
狭
い

の
で
、
財
政
が
許
す
限
り
拡

幅
工
事
を
し
て
い
く
。

公
募
の
結
果
と
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

四
件
の
事
業
提
案
が

あ
っ
て
お
り
、
企
業
訪
問
や

個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
な
い
、

年
度
内
に
は
一
定
の
絞
り
込

み
を
行
な
い
た
い
。

文
化
交
流
や
特
産
品

等
の
販
売
を
含
め
た
一
大
情

報
発
信
基
地
と
し

て
、
本
市
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や

活
性
化
に
利
用
し

て
は
ど
う
か
。

地
域
活
性

化
を
図
る
た
め
の

有
効
な
構
想
と
し

て
受
け
止
め
る
。

運
営
方
法
、
診
療
内

容
、
職
員
の
処
遇
は
ど
う
な

る
の
か
。
ま
た
、
将
来
に
お

け
る
西
海
市
全
体
の
医
療
政

策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

規
模
を
縮
小
し
た

ベ
ッ
ド
数
十
九
床
の
診
療
所

に
し
て
、
介
護
福
祉
施
設
等

と
あ
わ
せ
て
医
療
・
介
護
・

福
祉
連
携
の
一
体
的
な
経
営

に
よ
る
民
営
化
を
年
度
内
に

固
め
た
い
。

診
療
内
容
は
内
科
、
外
科
、

総
合
診
療
科
と
し
て
一
次
救

急
対
応
を
確
保
し
た
い
。
職

員
に
つ
い
て
は
移
譲
先
に
お

い
て
勤
務
を
希
望
す
る
職
員

以
外
は
配
置
転
換
と
な
る
。

将
来
に
向
け
て
は
診
療
所

機
能
の
充
実
と
在
宅
療
養
支

援
診
療
を
中
心
に
訪
問
看
護

や
介
護
の
充
実
を
図
り
、
必

要
な
支
援
を
し
た
い
。
ま
た
、

市
内
本
土
地
域
に
二
次
病
院

の
開
設
が
必
要
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

民
営
化
に
な
れ
ば
土

地
購
入
の
問
題
や
、
施
設
の

改
修
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

ど
れ
く
ら
い
の
財
政
出
動
を

考
え
て
い
る
の
か
。

西
海
市

で
土
地
を
買
収
し
て
貸
与
す

る
形
に
な
る
も
の
と
思
う
。

建
物
の
改
修
に
か
か
る
負

担
ま
で
合
わ
せ
る
と
、
現
在

の
一
般
会
計
か
ら
の
持
ち
出

し
分
の
二
年
分
を
超
え
な
い

程
度
を
考
え
て
い
る
。

病
院
は
企
業
会
計
で

あ
り
、
や
す
ら
ぎ
荘
は
介
護

保
険
収
入
で
運
営
し
て
い
る
。

つ
ま
り
事
業
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
自
ら
の
人
件
費
を
稼

ぎ
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
緑
風
園
に
お
い
て

は
措
置
費
と
し
て
、
人
件
費

も
含
め
て
交
付
税
措
置
が
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
職
員
を
配
置
転

換
で
対
応
す
れ
ば
、
人
件
費

は
西
海
市
単
独
の
直
接
負
担

と
な
る
。
民
間
移
譲
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
行
政

経
費
を
生
み
出
す
こ
と
も
十

分
認
識
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

指
摘
ど
お
り
の
こ

と
を
認
識
し
た
う
え
で
進
め

て
お
り
、
年
度
、
年
度
の
中

で
目
標
到
達
点
を
設
定
し
て

い
る
。

き
た
が
わ

た
つ
お

北
川
辰
夫
議
員

旧オランダ村高規格道路工事

これが聞きたい！
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市
内
小
中
学
校
の
統

廃
合
は
慎
重
に
�

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

離
島
へ
の
専
門
医
師

の
巡
回
診
療
を

議
員

市
長

議
員

保
健
福
祉
部
長

庁
舎
裏
駐
車
場
の
立

体
化
に
つ
い
て

議
員

市
長

急
げ
、
市
活
性
化
策

議
員

市
長

市
内
の
小
、
中
学
校

は
、
地
域
の
人
々
の
中
心
的

役
割
で
あ
る
。
統
廃
合
は
確

か
に
複
式
学
級
の
解
消
、
学

校
の
耐
震
化
、
予
算
の
削
減

等
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、

子
供
達
の
通
学
上
の
安
全
や

ま
た
廃
校
に
な
る
地
域
住
民

の
理
解
は
得
ら
れ
る
か
。

保
護
者
や
地
域
住

民
の
方
々
の
ご
意
見
を
十
分

拝
聴
し
な
が
ら
、
本
市
の
教

育
方
針
に
基
づ
く
、
実
現
可

能
な
政
策
、
実
施
計
画
を
策

定
し
て
い
き
た
い
。

離
島
で
あ
る
、
松
島

小
学
校
も
統
廃
合
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
が
、
通
学
上
の

安
全
が
心
配
さ
れ
る
。
特
例

に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

松
島
は
、
他
の
地

域
と
違
っ
た
特
殊
な
事
情
が

あ
る
。
十
分
保
護
者
や
地
域

の
方
々
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
私
ど
も
も
、
判
断
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。

離
島
に
暮
す
高
齢
者

に
と
っ
て
は
、
通
院
は
体
力

的
に
も
厳
し
い
。
各
診
療
所

へ
眼
科
等
の
専
門
医
の
定
期

的
な
巡
回
診
療
は
で
き
な
い

か
。

多
額
な
財
源
が
必
要

と
同
時
に
医
師
不
足
で
あ
る
。

ま
た
、
空
部
屋
が
不
足
し
て

い
る
。

ス
ペ
ー
ス
が
無
い
と

言
わ
れ
る
が
往
診
の
時
間
の

合
間
に
可
能
で
は
な
い
の
か
。

江
島
、
平

島
で
は
、
実
は
歯
科
診
療
も

行
っ
て
い
る
。

松
島
地
区
に

つ
い
て
は
、

江
島
、
平
島

に
比
べ
る
と
、

ま
だ
、
交
通

の
便
が
良
い

方
だ
。
問
題

は
医
師
不
足

で
あ
る
。
西

海
市
全
体
の

問
題
と
し
て

今
後
、
検
討

す
る
必
要
が

あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

平
成
十
七
年
の
合
併

時
よ
り
庁
舎
周
辺
の
駐
車
場

不
足
は
懸
案
さ
れ
て
い
る
が
、

庁
舎
裏
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
前
駐
車
場
の
立
体
化
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

合
併
時
は
、
非
常
に

混
み
合
っ
て
い
た
が
、
現
在

は
、
そ
れ
程
で
も
な
い
よ
う

に
思
え
る
。
そ
れ
に
多
額
の

費
用
が
必
要
で
あ
る
。
建
設

と
な
る
と
単
独
事
業
に
な
る
。

そ
れ
よ
り
も
現
在
そ
れ
だ
け

の
費
用
を
か
け
て
、
そ
れ
だ

け
の
整
備
が
必
要
か
と
思
う
。

合
併
四
年
目
、
そ
こ

で
次
の
三
点
に
つ
い
て
、
市

長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

�
農
業
、
漁
業
振
興
は

�
観
光
振
興
策
は

�
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
、
若
者
が
定
住
す
る
町
づ

く
り
は

�
公
民
館
活
動
支
援
策
は

�
後
継
者
対
策
は
、

県
の
地
域
就
農
塾
推
進
事
業

を
活
用
し
、
新
規
就
農
の
研

修
、
就
農
開
始
経
営
安
定
支

援
を
行
う
。

基
盤
整
備
で
は
西
海
町
丸

田
地
区
を
県
営
整
備
事
業
で
、

平
成
二
十
三
年
か
ら
約
二
十

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
を
行

な
う
こ
と
で
、
地
元
及
び
県

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
小
規
模
整
備
も
利
用
し
や

す
い
補
助
メ
ニ
ュ
ー
に
拡
充

し
た
い
。

漁
業
対
策
で
は
、
引
き
続

き
市
の
漁
業
を
担
う
後
継
者

確
保
、
育
成
を
図
る
。

�
観
光
振
興
策
は
、
新
た

な
観
光
ガ
イ
ド
コ
ー
ス
を
設

け
、
人
材
と
観
光
地
の
発
掘

に
努
め
、
食
を
絡
め
た
旅
行

商
品
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を

実
施
し
て
観
光
客
の
ニ
ー
ズ

把
握
に
努
め
た
い
。
ま
た
、

市
観
光
協
会
で
第
三
種
旅
行

業
を
来
年
度
に
取
得
を
目
指

し
て
い
る
。

�
高
齢
者
、
若
者
対
策
で

は
、
全
国
の
高
齢
者
は
二
十

一
・
五
％
、
本
市
は
三
十

一
・
三
％
、
平
成
三
十
年
に

は
三
十
八
・
一
％
に
達
す
る

見
込
み
。
昨
今
の
財
政
難
の

中
で
、
地
域
資
源
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
進
め
、
自
助
共

助
、
公
助
の
仕
組
み
が
相
互

に
補
完
し
合
う
、
生
活
支
援

体
制
を
整
備
す
る
地
域
づ
く

り
を
図
り
た
い
。

若
者
対
策
で
は
若
者
流
出

を
抑
制
し
、
定
住
人
口
を
増

や
す
た
め
、
施
策
の
基
本

テ
ー
マ
を「
雇
用
の
創
出
」と

し
、企
業
誘
致
に
着
手
し
、ま

た
地
場
産
業
の
支
援
も
図
る
。

�
公
民
館
活
動
支
援
で
は
、

公
民
館
、
各
種
団
体
の
活
動

の
牽
引
者
と
な
る
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
を
図
り
、
市
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
た
い
。

し
ぶ
え

か
ず
ふ
み

渋
江

一
文
議
員

な
か
ざ
と

さ
と
る

中
里

悟
議
員

本庁舎裏駐車場

松島小学校
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タ
イ
ラ
ギ
貝
の
養
殖

を
図
れ
！

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
に
つ
い
て

議
員

市
長

教
育
長

し
尿
処
理
施
設
、
ゴ

ミ
処
理
施
設
の
進
捗

状
況
は

議
員

市
長

小
迎
、
川
内
間
の
国

道
改
良
工
事
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か

議
員

市
長

わ
が
国
の
食
料
自
給

率
は
全
体
で
四
十
％
で
、
六

十
％
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
七
年

度
に
は
四
十
五

％
を
目
標
に
し

て
い
る
。

水
産
資
源
の

確
保
に
は
、
藻

場
回
復
な
ど
の

環
境
整
備
は
も

ち
ろ
ん
、
養
殖

事
業
の
推
進
が

急
務
で
あ
る
。

国
策
で
あ
る
自

給
率
向
上
に
応

じ
た
栽
培
漁
業

に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
思

う
が
、
市
の
方

針
を
問
う
。

市
と
し

て
も
、
つ
く
り

育
て
る
漁
業
と

水
産
資
源
の
持
続
的
利
用
の

推
進
を
基
本
目
標
と
し
、
リ

ス
ク
を
分
散
し
複
合
型
養
殖

を
取
り
入
れ
、
生
産
量
の
増

大
と
安
定
養
殖
業
の
実
現
に

向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
可
能
性
を
模
索

す
る
。

タ
イ
ラ
ギ
貝
の
試
験

養
殖
の
成
功
が
報
じ
ら
れ
た
。

大
村
湾
と
外
洋
を
あ
わ
せ

持
つ
西
海
市
に
と
っ
て
は
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い

か
。

ま
だ
技
術
が
確
立
し

た
わ
け
で
は
な
く
、
県
と
し

て
も
予
算
要
求
の
段
階
で
あ

り
、
早
急
な
対
応
は
で
き
な

い
。

赤
貝
・
ア
ワ
ビ
に
つ

い
て
は
技
術
確
立
さ
れ
て
い

る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

西
海
市
に
お
け
る
新

魚
種
の
開
発
、
導
入
を
初
め

と
し
た
水
産
振
興
に
つ
い
て

は
、
水
産
振
興
課
の
設
置
検

討
を
踏
ま
え
て
今
後
と
も
県

水
産
試
験
場
、
指
導
セ
ン

タ
ー
等
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
可
能
性
を
模
索
し
て
い
く
。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
Ｈ
５
Ｎ
１
型
が
流

行
し
て
い
る
。
人
か
ら
人
へ

感
染
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
生
の
危
険
性
は
、

時
間
の
問
題
と
言
わ
れ
て
い

る
。
長
崎
県
は
正
し
い
知
識

の
普
及
と
地
域
住
民
へ
の
情

報
提
供
に
つ
い
て
、
対
策
を

講
じ
る
と
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
、
医
療
機

関
と
の
連
携
対
策
と
市
民
に

対
す
る
周
知
・
啓
発
活
動
の

あ
り
方
を
尋
ね
る
。
ま
た
産

業
振
興
課
、
教
育
委
員
会
で

の
取
り
組
み
を
問
う
。

現
在
、
行
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
中
で
あ
る
。
体

制
整
備
班
・
情
報
収
集
班
・

封
じ
込
め
班
・
医
療
班
・
社

会
機
能
維
持
班
・
情
報
共
有

提
供
班
の
六
班
体
制
に
よ
り
、

年
度
末
を
め
ど
に
策
定
作
業

に
取
り
組
む
。

連
携
体
制
や
周
知
に
つ
い

て
は
、
国
・
県
の
動
向
を
見

な
が
ら
、
市
内
の
医
療
機
関

と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
は

接
種
順
位
が
決
め
ら
れ
て
お

り
、
国
の
方
針
に
沿
っ
て
市

民
に
接
種
す
る
。

市
で
の
備
蓄
は
で
き
な
い

が
、
接
種
を
行
な
う
場
合
の

医
療
従
事
者
や
必
要
機
材
備

蓄
に
つ
い
て
は
、
十
分
検
討

す
る
。

職
員
の
研
修
・
手

洗
い
や
う
が
い
の
励
行
・
職

員
や
保
護
者
の
連
絡
網
の
再

確
認
な
ど
三
点
を
指
示
し
て

い
る
。

雪
浦
地
区
の
し
尿
施

設
、
太
田
和
地
区
の
ゴ
ミ
処

理
施
設
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

ま
た
、
い
ず
れ
も
迷
惑
施

設
で
あ
る
。
地
元
民
と
の
対

応
は
丁
寧
に
。

し
尿
施

設
は
今
年
度
に

地
形
及
び
用
地

測
量
、
地
質
調

査
、
敷
地
造
成

設
計
、
用
地
買

収
を
計
画
。
平

成
二
十
二
年
か

ら
二
箇
年
で
本

体
工
事
。
二
十

四
年
か
ら
稼
動

予
定
。

ゴ
ミ
処
理
施

設
は
今
年
度
地

形
、
用
地
測
量
、

地
質
調
査
、
そ
の
後
、
環
境

調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
来

年
度
に
用
地
買
収
、
敷
地
造

成
工
事
。
平
成
二
十
三
年
か

ら
二
箇
年
で
本
体
工
事
。
平

成
二
十
五
年
か
ら
稼
動
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

一
部
に
見
通
し
が
悪

く
急
カ
ー
ブ
が
多
い
。
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

以
前
か
ら
改
良
の
要

望
を
国
、
県
に
行
な
っ
て
き

た
。
今
後
も
引
き
続
き
要
請

を
機
会
あ
る
ご
と
に
行
な
う
。

た
が
わ

ま
さ
き

田
川

正
毅
議
員

ゴミ処理施設予定地

おいしいタイラギ貝

国道２０２号線 小迎～川内間の急カーブ

これが聞きたい！
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監
査
結
果
報
告
書
の

内
容
は

議
員

監
査
委
員

議
員

監
査
委
員

議
員

監
査
委
員

議
員

監
査
委
員

議
員

監
査
委
員

議
員

監
査
委
員

崎
戸
平
島
漁
港
沖
テ

ト
ラ
ポ
ッ
ト
の
設
置

を議
員

市
長

議
員

産
業
振
興
部
長

九
月
議
会
の
質
問
で

誠
意
あ
る
答
弁
が
な
か
っ
た
。

同
じ
内
容
で
す
が
、
報
告
書

の
中
で
、
不
当
な
支
払
ま
で

と
は
断
定
し
が
た
い
と
判
断

し
た
大
島
町
の
経
緯
と
根
拠

は
。

住
民
監
査
請
求

監
査
に
お
い
て
、
報
告
書
で

は
、
当
該
退
職
慰
労
金
の
支

払
に
関
し
て
は
臨
時
職
員
の

雇
用
形
態
と
あ
わ
せ
て
違
法

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す

が
、
旧
大
島
町
に
お
い
て
は

長
期
間
に
わ
た
っ
て
退
職
慰

労
金
の
予
算
も
議
決
さ
れ
て

お
り
、
旧
大
島
町
自
体
が
長

期
臨
時
職
員
を
認
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
原
因
行
為
に
違

法
事
実
が
存
す
る
と
こ
ろ
で

は
あ
る
が
、
大
島
町
に
実
質

的
な
財
政
上
の
損
害
が
生
じ

た
と
は
考
え
に
く
く
、
不
当

な
支
出
と
は
断
定
し
が
た
い
、

と
し
て
い
ま
す
。

判
断
の
根
拠
と
い
う

の
は
、
委
員
会
の
中
で
も
、

か
な
り
議
論
・
合
議
が
な
さ

れ
、
大
島
町
の
経
緯
を
考
慮

す
れ
ば
と
な
っ
て
い
る
。

根
拠
と
な
っ
た
経
緯
と
は
。

当
初
か
ら
申
し

て
い
る
と
お
り
、
具
体
的
に

何
が
お
か
し
か
っ
た
か
、
ど

う
だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は

言
え
な
い
。

い
ち
い
ち
監
査
し
た
結
果

を
ど
う
だ
と
い
う
の
は
差
し

控
え
る
べ
き
と
な
っ
て
い
る
。

合
議
の
上
で
や
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
報
告
書
以
上
の
も
の

も
以
下
の
も
の
も
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
経
緯
と
い
う
の

が
大
事
で
あ
る
。
委
員
は
不

当
な
支
出
と
ま
で
は
断
定
し

が
た
い
と
判
断
を
し
て
い
る
。

報
告
書
の
中
で
ど
の
部
分
を

示
し
て
い
る
の
か
。

自
治
省
の
指
導

も
あ
り
、
報
告
書
の
一
文
ご

と
に
つ
い
て
解
説
す
る
こ
と

は
控
え
る
。

条
例
主
義
を
い
う
と
、

こ
れ
は
議
会
で
そ
の
よ
う
な

条
件
を
整
え
な
さ
い
と
い
う

の
が
地
方
自
治
法
、
地
方
公

務
員
法
で
示
さ
れ
て
い
る
。

住
民
を
代
表
す
る
議
会
が
そ

の
責
任
を
負
う
と
。
大
島
町

の
経
緯
を
い
う
な
ら
ば
、
内

規
が
提
案
さ
れ
議
決
さ
れ
た

そ
の
時
点
か
ら
、
そ
の
都
度

議
決
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
お
い
て
、
不

当
な
支
出
と
ま
で
は
断
定
し

が
た
い
と
い
う
根
拠
は
な
い

だ
ろ
う
と
思
う
。
報
告
書
の

中
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
。

次
に
継
続
雇
用
さ
れ
た
と

す
る
五
十
一
名
の
方
に
関
し

て
、
手
続
上
の
不
備
と
は
何

か
。

旧
大
島
町
の
平

成
十
六
年
十
二
月
議
会
で
退

職
慰
労
金
の
支
給
に
係
る
予

算
が
議
決
さ
れ
、
そ
の
時
点

で
臨
時
職
員
の
退
職
と
い
う

認
識
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
大
島
町

は
新
市
発
足
後
の
事
務
及
び

事
業
の
停
滞
を
き
た
さ
な
い

よ
う
に
、
新
市
に
お
け
る
臨

時
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
、

公
募
等
の
手
続
を
あ
ら
か
じ

め
準
備
す
る
責
任
が
あ
っ
た

と
考
え
る
。

五
十
一
名
の
方
に
つ

い
て
、
手
続
上
の
ミ
ス
が

あ
っ
た
。
よ
っ
て
退
職
と
認

め
な
い
。
こ
の
判
断
で
よ
い

の
か
。

事
務
手
続
上
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
事
務
行

為
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

も
の
と
い
う
の
は
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
私
た
ち
が
旧

町
の
こ
と
に
つ
い
て
断
定
し

が
た
い
と
い
う
ふ
う
な
言
葉

を
出
し
た
と
し
て
も
、
違
法

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
結

審
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、

事
実
だ
と
思
っ
て
い
る
。

裁
判
の
判
断
は
問
う

て
い
な
い
。
報
告
の
内
容
が

い
か
に
大
事
か
と
正
し
て
い

る
。
報
告
の
内
容
に
よ
っ
て
、

住
民
訴
訟
が
し
や
す
く
な
る
、

し
に
く
く
な
る
、
そ
う
い
う

認
識
は
。

内
規
の
問
題
に

つ
い
て
、
退
職
慰
労
金
の
支

給
は
明
ら
か
に
法
令
に
違
反

し
て
い
る
と
監
査
で
も
言
っ

て
い
る
。

旧
崎
戸
町
時
代
か
ら

の
事
業
で
、
平
島
中
防
波
堤

が
平
成
十
七
年
に
完
成
し
た
。

「
フ
ェ
リ
ー
み
し
ま
」
の
接

岸
の
関
係
上
、
当
初
の
予
定

よ
り
、
二
十
メ
ー
ト
ル
短
縮

さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
結
果
、
以
前
に
増
し
て

暴
波
が
港
湾
を
襲
う
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

解
決
策
は
港
外
に

あ
る
小
島
の
西
側
浅

瀬
に
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド

を
設
置
す
る
し
か
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、

市
長
の
考
え
を
聞
き

た
い
。

平
島
漁
港
工

事
は
国
庫
補
助
事
業

で
実
施
し
て
お
り
、

平
成
二
十
年
度
の
事

業
完
了
と
な
っ
て
い

る
。
本
事
業
に
お
け

る
沖
消
波
提
事
業
の
実
施
は
、

困
難
で
あ
る
と
判
断
し
て
い

る
。ま

た
、
市
単
独
事
業
で
行

な
う
に
も
莫
大
な
事
業
費
が

か
か
る
た
め
、
現
状
で
の
実

施
は
非
常
に
厳
し
い
と
思
う
。

平
成
二
十
四
年
度
以
降
か

ら
、
実
施
予
定
の
第
三
次
水

産
基
盤
計
画
の
新
規
事
業
の

要
望
と
し
て
、
県
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

現
在
の
改
善
策
と
し

て
、
係
留
環
や
ア
ン
カ
ー
ブ

ロ
ッ
ク
の
設
置
は
で
き
な
い

の
か
。

係
船
環
は

本
年
度
五
本
取
付
け
を
し
て

い
る
。
ほ
か
に
要
望
が
あ
れ

ば
、
随
時
設
置
し
て
い
き
た

い
。

い
け
だ

ま
さ
は
る

池
田

政
治
議
員

は
ら
ぐ
ち

た
つ
ひ
こ

原
口

龍
彦
議
員

平島のテトラポッド
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旧
大
島
町
臨
時
職
員

退
職
慰
労
金
訴
訟
上

告
を
却
下

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

食
料
、
農
業
、
農
村

基
本
法
の
基
本
理
念

は議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長長

崎
県
地
方
機
関
再

編
案
へ
の
対
応

大
串
十
字
路
周
辺
再

開
発
の
推
進

議
員

市
長

議
員

市
長

松
島
急
傾
斜
地
災
害

防
止
工
事
を
急
げ

議
員

市
長

議
員

建
設
部
長

災
害
復
旧
条
例
制
定

は
ま
だ
か

議
員

市
長

漁
場
台
帳
の
早
期
作

成
を

議
員

市
長

最
高
裁
上
告
が
却
下
。

二
審
福
岡
裁
判
決
が
確
定
。

市
長
の
主
張
は
完
全
に
退
け

ら
れ
た
。
重
大
な
点
、
責
任

の
所
在
を
明
ら
か
に
す
べ
き

と
思
う
が
、
所
信
は
。

裁
判
所
に
市
側
の
主

張
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
結

果
、
責
任
は
市
長
の
私
に
あ

る
。
四
月
の
選
挙
で
信
を
問

い
た
い
。信

を
問
う
な
ら
辞
職

し
て
問
う
べ
き
。
ま
た
賠
償

責
任
が
確
定
し
、
旧
大
島
町

長
へ
の
支
払
請
求
の
執
行
は
。

判
決
確
定
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
が

期
限
、
十
二
月
十
日
に
支
払

請
求
を
し
て
い
る
の
で
一
月

二
十
五
日
が
返
済
日
と
な
る
。

裁
判
に
要
し
た
公
費

で
の
総
額
は
。

原
告
の
申
し
立
て
に

基
づ
き
裁
判
所
が
決
定
す
る

の
で
、
あ
く
ま
で
概
算
だ
が
、

六
百
九
十
二
万
六
千
七
十
三

円
と
考
え
て
い
る
。

食
料
自
給
率
向
上
に

向
け
た
食
料
の
安
定
的
供
給
、

農
業
生
産
の
増
大
な
ど
基
本

に
農
業
振
興
策
等
々
理
念
に

て
ら
し
て
施
策
の
具
体
化
に

つ
い
て
問
う
。

総
合
計
画
基
本
構
想

に
基
づ
き
、
農
業
経
営
基
盤

の
強
化
等
、
基
本
的
な
構
想

を
策
定
し
、
担
い
手
育
成
や

自
給
率
向
上
対
策
、
消
費
者

の
安
全
安
心
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
農
業
施
策
に

努
め
る
。食

の
農
政

に
食
育
基
本
法
が

あ
る
が
、
食
育
推

進
に
関
し
、
食
育

推
進
基
本
計
画
の

作
成
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
西
海
市

の
目
標
設
定
は
ど

う
か
。

平
成
二
十

一
年
度
か
ら
二
十

五
年
度
ま
で
五
年

間
を
期
間
と
し
て

現
在
、
食
育
推
進
基
本
計
画

を
策
定
中
で
あ
る
。

西
海
市
農
業
振
興
公

社
の
事
業
内
容
と
農
家
へ
の

振
興
策
、
ま
た
農
業
委
員
会

と
の
関
連
に
つ
い
て
。

農
地
保
有
合
理
化
に

関
す
る
事
業
な
ど
、
農
業
委

員
会
と
は
農
地
の
あ
っ
せ
ん

な
ど
活
動
を
協
同
し
、
農
地

に
関
す
る
情
報
な
ど
を
図
っ

て
い
く
。大

瀬
戸
土
木
事
務
所
、

農
林
部
門
が
四
月
か
ら
再
編

さ
れ
る
。
市
の
対
応
は
。

県
と
の
協
議
、
庁
舎

内
部
の
連
絡
会
等
で
県
の
素

案
に
支
所
配
置
を
盛
り
込
ん

で
い
る
。大

串
十
字
路
周
辺
は

教
育
、
経
済
、
交
通
の
要
所
、

再
開
発
の
実
施
計
画
に
つ
い

て
、
早
急
な
検
証
を
。

地
理
的
利
便
性
を
活

用
し
、
周
辺
地
域
で
の
企
業

適
地
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

実
施
計
画
は
財
政
状
況
も
判

断
し
、
高
規
格
道
路
完
成
を

見
て
検
証
し
た
い
。

昭
和
五
十
七
年
度
に

松
島
急
傾
斜
施
設
が
完
成
し

た
が
、
工
事
が
未
実
施
に

な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
、
早
急
に
改
善

す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

指
摘
の
場
所
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
今
す
ぐ
土
砂

が
再
崩
落
す
る
こ
と
も
な
い

と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
、
県

に
対
し
て
強
く
要
望
し
て
い

き
た
い
。少

し
で
も
住
民
の
不

安
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、

ス
ト
ー
ン
ガ
ー
ド
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

住
民
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
た
め
に
も
県

に
折
衝
し
て
い
き
た
い
。

前
回
の
質
問
の
中
で
、

法
制
度
に
か
か
ら
な
い
災
害

に
対
す
る
対
策
と
し
て
、
市

単
独
で
の
復
旧
作
業
の
経
費

に
係
る
条
例
制
定
を
提
案
し

た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

市
単
独
災
害
復
旧
条

例
に
つ
い
て
は
、
災
害
の
基

準
設
定
や
そ
の
範
囲
、
助
成

の
限
度
額
な
ど
、
今
後
も
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
も
う
し
ば

ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

育
て
る
漁
業
の
一
環

と
し
て
、
漁
場
台
帳
を
作
成

し
、
漁
礁
の
整
備
、
藻
場
の

育
成
、
種
苗
放
流
な
ど
漁
場

の
改
善
、
漁
獲
高
の
増
進
を

図
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

海
底
地
形
や
漁
場
環

境
を
把
握
す
る
こ
と
は
海
域

特
性
に
合
っ
た
漁
礁
を
設
置

す
る
う
え
で
、
漁
礁
の
選
定

や
、
天
然
の
漁
場
と
の
連
携

を
と
っ
た
配
置
を
す
る
た
め

に
も
、
大
切
な
資
料
と
な
る
。

今
後
、
水
産
試
験
場
な
ど

関
係
機
関
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
作
成
実
施
に
向
け
て

検
討
す
る
。

た
な
か

た
か
い
ち

田
中

隆
一
議
員

大串十字路

大瀬戸土木事務所

これが聞きたい！
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年
々
、
厳
し
さ
を
増
す
社
会
情
勢
の
中
で
私
達

が
暮
ら
す
西
海
市
も
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
が
か

か
る
ど
こ
ろ
か
深
刻
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。「
広
報
さ
い
か
い
」
で
人
口
の
動
き

を
見
る
と
前
年
同
月
比
、
六
百
人
以
上
減
少
し
て

い
る
。
こ
の
原
因
は
行
政
も
議
会
も
十
分
に
把
握

し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
対
応

策
が
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

広
報
紙
の
中
に
は
そ
れ
な
り
に
、
求
人
の
募
集

や
国
、
県
、
市
等
の
人
材
育
成
、
企
業
支
援
、
新

産
業
等
の
助
成
事
業
等
、
制
度
の
活
用
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
や
廃
業
、
倒

産
と
い
っ
た
状
況
で
失
業
者
が
増
加
し
て
い
る
。

働
く
場
所
を
求
め
て
、
市
内
か
ら
市
外
、
県
外
に

転
居
せ
ざ
る
を
得
な
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
若
い
人

た
ち
が
市
内
に
残
れ
な
く
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

福
祉
や
教
育
等
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で

は
な
い
か
。

最
近
マ
ス
コ
ミ
等
で
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
り
、
目
に
し
た
り
し
ま
す
が
、

例
え
ば
極
端
な
こ
と
で
す
が
、
市
の
職
員
の
労
働

時
間
、
給
与
等
を
半
減
す
る
こ
と
に
よ
り
同
じ
経

費
で
雇
用
を
倍
に
出
来
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
ず

働
く
場
所
の
確
保
を
政
策
化
す
る
こ
と
が
急
務
で

あ
る
。

（
西
海
市
民
）

市市
民民
のの
皆皆
様様
かか
らら
のの
ごご
意意
見見

をを
募募
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

議議
会会
事事
務務
局局
宛宛

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
九
五
九
（
三
七
）
〇
〇
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
九
五
九
（
三
七
）
〇
二
二
六

西
海
市
と
な
っ
て
、
早
く
も
四

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

議
員
も
任
期
満
了
の
年
と
な
り
、

こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
も
現
議
員
で
は
、
最

後
の
発
刊
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
議
会
広
報
委
員
会
と
し
て
、

今
回
で
十
五
号
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を
、
毎

定
例
会
（
年
四
回
）
後
に
、
議
会
の
状
況
・

議
案
の
審
議
内
容
・
市
民
の
声
を
市
政
に
反

映
さ
せ
る
一
般
質
問
・
行
政
の
調
査
権
を
持

つ
各
常
任
委
員
会
（
総
務
文
教
・
厚
生
・
産

業
建
設
）
の
調
査
内
容
・
議
員
発
議
等
に
よ

る
国
会
等
に
対
す
る
意
見
書
等
を
限
ら
れ
た

紙
面
の
中
で
、
読
者
で
あ
る
市
民
の
方
々
に

満
足
で
き
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
か
は
、
疑

問
で
は
あ
り
ま
す
が
、
広
報
委
員
会
と
し
て

は
、
少
し
で
も
読
み
や
す
く
記
事
の
内
容
が

け
ん
さ
ん

充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
に
研
鑽
を
か
さ

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

こ
れ
ま
で
の
ご
愛
読
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
広
報
委
員
一
同
）
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